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1922年Assmann(1〕 ノ・鎖 骨下 浸 潤 ガ肺 結 核 ノ初

期 ニ シテ肺 結 核 ガ從 來信 ゼ ラ レタル ガ如 久 ス

ベ テ肺 尖 結 核 ヨ リ始 リ下 方 二向 ヒテ櫨 ガ ル モ ノ

ニ ノ、非 ザ ル事 ヲ述 べ、ソ ノ後Simon,Redcker(2)

モ初 期 肺 結核 ノ・急 性 二始 ル浸 潤 ニ シテ斯 カ ル早

期 浸 潤 ハ容 易 二吸牧 セ ラル ・性 質 テ有 スル モ亦

時 ニ ノ・撒 同 再瑳 シi途ニ ノ・軟 化 シ室 洞 テ形成 シ肺

瘍 二移 行 スル モ ノ アル 事 ラ 述 ベ タ リ.ソ ノ後

Romberg,(3)Lydtin,(41Kleinschmidt,働Ulrici

⑥等 ノ諸 家相 次 イデ此 ノ早 期 浸 潤 ノ 吸牧 シヤ ス

キ事 ト、 斯 カル浸 潤 ヨ リ藪 同 「シユ ー プ」テ繰 リ

返 ヘ ス間 二肺 結 核 ノ進 展 テ ミル事 テ確 認 セ リ。

本 邦 二於 テ モ1927年 熊 谷 教 授 〔7,ノ報 告 以 來 早

期 浸潤 二關 スル諸 家 ノ報 告 ア リ.

之 ヨ リ先Eliasberg,Neuland(8)ノ ・小 見 二就 キ

比 較 的短 日月 内 二殆 ン ド完 全 二吸 牧 スル肺 浸潤

テ報 告 シ、 コ ノ浸 潤 自禮 ノ・結 核 病 竈 トハ考 ヘ ラ

レザ ル モ結 核 感 染 見 ノ ミニ來 リ結 核 ト密 接 ナ ル

關 係 テ有 スル事 テ述 べEpituberkuloseト 命 名

セ リ。 之 ノ・圭 トシテ 小 見 二 見 ラル ・モ ノナ レ

ドモEpstein,(9)Fernbach,(10)Friedenberg,(111

Maas,(12)Kleinschmidt,〔5,Schlack(13》 等)成 人

ニ モ之 ヲ畿 見 スル事 ア リ(Sonnenfeld ,'1勘Schel-

lenberg(15))。

Eliasbergu.Neuland/Epituberkuloseノ ・

第 一 次結 核 症 ト認 ム ベ キ モ ノニ シテ早 期浸 潤 ハ

第 二 次 結 核 症 ナ レ ドモ共 二容 易 二吸牧 セ ラル ・

結 核 性 肺 浸 潤 ニ シ テ 「レ ン トグ ン」像 ノ ミ ニ ヨ リ

テ ノ・之 テ 匪 別 シ難 キ事 多 シ。 近 時R6ssle'1の ノ・

(1936年)Epituberkuloseノ ・肺 門 結 核 二 際 シ、

氣 管 枝 ガ 外 側 ヨ リ歴 塞 セ ラ レ、 若 ク ノ・内 側 ヨ リ

閉 塞 ・ナ レ テ惹 起 セ ラ レ タ ル 「ア テ レ ク タ ー ゼ」ナ

リ ト構 ス。

又Bergerhoff,117)Polgar,/18)Misskeu.Sylla,(19)

Dorendorf,、2(1)Kellner,(21)Steiniger働 等 ノ・「グ

リ ・,ぺ」肺 炎 中 一 モ 「レ ン トゲ ン」像 ノ ミニ テ ノ・

早 期 浸 潤 ト塵 別 シ難 キ陰 影 テ示 ス モ ノ ア リ ト ナ

セ リ。

斯 ク ノ如 ク、 「レ ン トゲ ン」爲 眞 上 肺 浸 潤 ノ像 テ

呈 ス ル モ ノ次 第 二 」曾加 シ、Klemperer(23)(1928

年)且 廿bschmann`24'(1929年)ノ ・所 謂 早 期 浸 潤 ト

シ テ報 告 セ ラル ・良 性 ノ速 カ ニ 吸 牧 ス ル 浸 潤

ノ・、 果 シ テ総 ベ テ結 核 性 ナ リヤ テ疑 ヘ リ
.

上 記 ノ如 キ容 易 二 吸 牧 セ ラル ・肺 浸 潤 二 關 シ

Ranke(25)ノ ・淋 巴 腺 病 竈 ノ遠 達 作 用(Fernwir-

kung)ニ ヨ リ生 ズ ト爲 シ コ1ノ テ周 焦 性 炎(Perif-

okaleEntzttndung>ト 稻 シ、Tendeloo(26)ノ ・

Kollaterales6demト 爲 シ、Rindfleisch(271ノ 、

Inverteriertes6demト 名 付 ケ タ リ
。 即 チ カ'

ル 肺 浸 潤 ハ 結 核 病 竈 二何 等 カ ノ刺 戟 ガ 加 ノ・リ タ

ル 際 二周 園 ノ肺 組 織 二 起 ル 炎 症 性 反 慮 ニ シ テ
、

恥bschmann間 ハ結 核 菌 ノ・艦 タ椎 毒 素(Ex・t・x-

in)ヲ 有 セ ザ ル 故 此 ノ 際 ノ炎 症 性 反 慮 ニハ 中 心 ト

ナ ル ベ キ結 核 病 竈 ノ物 質 代 謝 産 物 ガ 重 要 ナ ル 役
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割 テ ナ シ、 刺 戟 ノ強 サ ト個 艦 ノ「ア レル ギ ー」ノ

程 度 ニ ヨ リテ強 弱 ノ差 ノ・ア レ ドモ、 概 シテ良 好

ナ ル性 質 テ有 シ完 全 二吸 牧 シ得 ル モ ノナ リ ト述

ブ。1928年Birku.且ager(29)ノ ・周 焦 性 炎 テ3

種 類 二分 類 セ リ。 自Pチ1.Eliasbergu・Neu-

landガ 記 載 シタ ル如 キ第 一 次 結 核 症 二際 シ廣 汎

ナ ル陰 影 ラ呈 スルeigenUichepituberkul6se

Infiltration2.結 核 病竈 再燃 二際 シテ肺 内病 竈

周 園 及 肺 門 二 於 テ 肺 組 織 反 慮 ニ ヨ リテ ヤ ・廣

汎 ナ ル 陰 影 ラ 呈 ス ルeigentlichperifokale

EntzUndung3.肺 門 部 淋 巴 腺 群 ノ攣 化 テ主 ト

セルPerihil5reInfiltrierung之 ナ リ。 而 シ テ

是 等 ノ・何 レモ比 較 的 短 期 間 内 二吸 牧 セ ラル ・浸

潤 ナ リ。

之 ヨ リ先 、1926年Fassbender(30)ノ ・Sekund5re

Lungentuberkulose(lnfiltrierung)ノ 吸 牧 テ記

述 シタ ル際 二、 貧 血 、 聯 経 衰 弱 、 感 冒 ト騎師 ヨ

リ診 断 セ ラ レタ ル モ ノ ・中 二最 短8日 間 ニ テ吸

牧 サ レタル肺 浸 潤 アル テ 知 リflifchtigeLun-

genprozess(flUchtigeInfiltrierung)ノ 名 構 テ

附 シタ リ.之 蓋 シー 過 性 肺浸 潤 ノ名 稻 ラ附 セル

最 初 ノ報 告 ニ シテ、同 年 次 イ デGUterbock(31)ノ

報 告 ア リ シテ始 メ、 幾 多 ノ人 々 ニ ヨ リテ幾 多 ノ

原 因 ノ下 二 報 告 セ ラ レタ リ。 即 チL6ffler(32)㈹

ノ・1931年 以來 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 壇 加 テ件 ヒ、

極 メ テ迅 速 二且 完 全 二吸 牧 ス ル浸 潤 テ報 告 シ、

ソ ノ反 覆 ・i生二富 メル黒占ヨ リflUchtigeSukzedan

,,Infiltrierung"Schattenト 命 名 セ リ。 コハ

多 クハ 無 自壁 性 ノ結 核 患 者 例 之 、 結 核 曝 露 者 、

結 核 患 者家 族 等 ノ健 康 診 断 時 二登 見 スル モ ノ ニ

シテ、 氏 ノ・1936年 迄 二51例 テ観 察 セ リ。 氏く34)

ノ・近 時 之 テ皮 膚 二 於 ケルTuberkulide二 相 當

スル肺 臓 ノ結 核Mikrobide即 結 核 菌 肺 侵 入 二

封 ス ル肺組 織 ノ過 敏 症 ニ ヨル モ ノ トナ セ リ。 又

Leitner(35y36)ノ・1932年 以來 「エ オ ジ ン」嗜 好細 胞

壇 加 ラ件 フー一過 性 肺 浸 潤 テ撒 同 報 告 セ リ。 氏 ハ

最 初 ノ・非 特 殊 性 ト考 ヘ ラル ・モ ノモ存 在 ス ル事

テ報 ゼ シガ、 近 時 報 告 ス ル 諸 例 ノ・氏 ノ 所 謂

hyperergischeLungeninfiltratmitEosino一

philieEosinophileInfiltratニ シテ、 結 核 高

「ア レル ギ ー」二基 因 スル周 焦 性 炎 ニ シテ、 恰 モ

肺 門淋 巴腺 結 核 二併 登 スル滲 出性 肋 膜 炎 ノ如 キ

モ ノ ト爲 シ、Birku.Hagerノ 分 類 セ シ周 焦

性 炎 ノ分 類 二EosinophileIn創tratテ 加 フベ

シ ト述 べ 、就 中(37)最近 記 述 セ シ1例 二於 テ ノ・一

過 性 浸 潤 消咲 後 他側 悪 化 シテ死 亡 セル 際 、 生 前

ソ ノ後 何 等 ノ症 状 テ示 サザ リ シ薔 一 過 性 浸 潤 ノ

存 在 セ シ場所 二小 乾 酪 竈 テ 解 剖 學 的 二 謹 明 セ

リ。L6fHer及Leitnerノ 記 載 ノ・共 二数 日乃 至

10撒 日 テ以 テ痕 跡 ナ ク完 全 二消失 シ、 時 ニ ノ・再

登 ヲ繰 返 シタ ル諸例 ニ シテ、 氏等 ハ共 三 ソ ノ根

本 原 因 トシテ結 核 性 タ ル事 テ主 張 セ リ.ソ ノ後

カ ク ノ如 キ浸 潤 ニ ツキ結 核 性 ト認 ム可 キ例 ト シ

テ報 告 セ ル人 くNifsse1,㈹Zadek,(39)Vajda,(10)

Starck,(41)且ochstetter,㈹Simpn,(43)Staub,(44)

Wernli,㈹Oeri㈹)非 特 殊 性 肺 炎 ト思 ノ・ル ・例

ト シ テ 報 告 セ ル 人(Dietl,(47)Maas,「12,,Koettg-

en,(18)Klieneberg,(49)Boytinck〔so;Offermann(51)

等)ト 存 シ、 ソ ノ原 因 テ 流 感 ニ ョ ル ト ナ シ、

(Polgar(18).Held,〔52)Redeker【53))或 ハ不 正 型 肺 炎

トナ ス モ ノ(Kellner〔54x55x56xs'qss))ア リ。 而 シテ斯

カ ル 浸 潤 中 ニ ノ・、確 カ ニ 開 放 性 肺 結 核 ナ ル モ ノ、

(Zadek,(39)Vajdd粉 ト「ッ ベ ノレク リ ン」反 慮 ガ 撒

同 ノ検 査 二際 シ陰 性 ナ ル モ ノ ト ア リ(Koettgen㈹

Boyetinck(50)Dietl(`i7))。 麻 疹 、 感 冒 、 耳 下 腺 炎

等 非 特 殊 性 疾 患 二綾 畿 セ ル 故 テ 以 テ 結 核 性 テ否

定 セ ン トス ル モ ノ(Kellner,(57)Boytinck〔50))全

ク痕 跡 ナ ク 且数 日 ニ テ 吸 牧 ス ル テ 以 テ 結 核 性 テ

疑 フ人(Kellner(57))モ ア リ テ ソ ノ 所 設 ニ ノ・多 少

極 端 ノ嫌 ビ ア ル モ ノ モ 存 ス 。

更 二氣 管 枝 喘 息 ニ ー 過 性 肺 浸 潤 テ示 ス事 ア ル ハ

Zdanskプ59)ノ 記 載 セ シ 所 ニ シテ 、Br乞 廿ning㈹

モ 亦 呼 吸 困 難 テ件 フ ニ 至 ラ ザ リ シ 部 分 的 喘 息

(PartiellesAsthma)二 於 テ 再 登 性 一 過 性 浸 潤

テ起 セ ル テ 報 告 セ リ。Curschmann(61)ノ ・誤 ツ

テ水 テ吸 牧 シ テ 生 ぜ ル ー 過 性 肺 浸 潤 テ 報 ジ、

Wildu.Loetscher(62)㈹ ハ 蜘 贔 仔 最 ノ肺 循 環 二

際 シ テー 過 性 肺 浸 潤 テ 認 メ 、Engel(64)ノ ・上 海 二
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於 ケルLigusterBIUteノ 花:粉「ア レル ギー」二

基 因 スル諸 例 テ報 ジ、Steiger㈹ ノ・限 局 性皮 膚

浮 腫 テ件 ヒ、 何 等 カ ノ「ア レル ギー」テ想 像 セ シ

ム ル ー一過 性 肺浸 潤 テ報 ぜ リ。更 二近 年 「アテ レ ク

ター ゼ」 ト肺 結 核 トノ關 係 論 議 サ ル ・二當 リ、

Starckel66・ ・結核 性 浸潤 力 「ア テ レ クター ゼ」カ

ノ鑑 別 困 難 ナル陰 影 テ報 ジ、Assmannl67ノ ・一一

過 性 肺浸 潤 テ「エ ピ ツベ ル クロー ゼ」又 ノ・「ア テ

レ ク歩一 ゼ ナ1しべ シ ト述 べ、Alexander㈹ 亦

L6fHerノ 所 謂 「エ オ ジ ン」嗜 好 細胞 」曾加 テ件 フ

ー過 性 肺 浸潤 中 二 八 「ア テ レク ター ゼ」少 カ ラザ

ル 〈ごシ ト述 〈ごタ リ。

從來 諸家 ノ報 告 二徴 ス レバー 過 性肺 浸潤 ノ・ソ ノ

種 類 極 メテ多 キ が如 ク、 個 々 ノ例 ニ ツ キ コ レテ

明 確 二診 断 人ル事 ノ・至難 ノ問題 二属 ス。 但 シ近

時 非 特 殊 性 ノ疾 患 が結 核 病 竃 テ活動 化 ス ト考 フ

ル モ ノ(Albert(69)〉特 殊 性 ノ地 盤 二非 特 殊 性 ノ原

因 ニ ヨ リテ 浸 潤 テ來 タ シタ リ ト考 フル モ ノ、

(Lobe㎡70))特 殊 性 非特 殊 性 相 混 ズ ト爲 ス モ ノ

偲rieger,71・Gsell!2)「 アテ レク ター ゼ」二拘 泥

シテ結 核 性 浸潤 ノ動 力 スベ カ ラ ザ ル 重 要性 テ

忘 却 ス ル 勿 レ ト警 ムル モ ノ(Alexander,6S.

Roth73・)ア ルノ、注 意 スベ キ事 實 ナル ベ シ。

翻 ツテ本邦 二於 テノ・一 過 性 肺 浸潤 ノ報 告極 メ テ

稀 ナ リ。 佐 々虎 雄 博 士7㌧ ・1933年 露 西亜 人 一

且ochstetterノ 報 告 セ シ如 キ 結 核 性 ノー 時性

肺 浸 潤 テ観 察 シ、.又75・1937年 ニノ・非 特 殊 性 ト認

ム ベ キ例 テ報 ジ、 一 時性 肺 浸 潤 』ノ・結 核 性 ノモ

ノ ト非 結 核 性 ノ モ ノ トア リ ト述 べ タ リ.又1936

年 菅 田 直樹 大 佐76)ノ・呉海 軍 病 院 ヨ リ 「ツ ・ごル ク

リ ン〕反 磨 陰 性 ナ ル一 過 性 肺 浸 潤7例 ヲ 報 ジ、

近 時小 田俊 郎 教 授77)ノ・不 定 型 肺 炎5例 テ報 ジ就

中1例 ノ・後 二開 放 性 トナ リ結 核 性 タ ル事 テ知 レ

リ ト述 べ タ リ。 ソ ノ他 二於 テノ・熊 谷 教 授781ヵ早

期 浸 潤 ニ テ1ケ 月 以 内 二吸 収 セル モ ノ2例 ア リ

ト報 告 セ シテ始 ノ、 藪 ケ月 ニ テ完 全 二消 失 セ シ

早 期 浸 潤 ノ報 告 ノ・数 多 ア レ ドモ、 数 日乃 至10撒:

日ニ テ吸 牧 スル所 謂 一 過 性 肺 浸 潤 ノ記 載 アル チ

知 ラ ズ。

近 時 當 内科 二於 テ最 短7日 最 長27日 、 多 ク ハ

2週 間 以 内 二吸 牧 セ ル ・一過 性 肺浸 潤14例 テ観

察 セ リr是 等 ノ諸例 ノ、坂 口教 授79)ガ記 載 セ ラ レ

タル が如 ク、 肺 結 核 ノ初 期 二於 テノ・ソ ノ浸 潤 ♂・

短 時 日内 二容 易 二吸 収 サ レ治 癒 シ得 ル モ ノ ニ シ

テ、 此 ノ時期 二診断 テ確 定 シ、 少 シ注 意 シテ治

療 ス レ バ後 年何 等健 康 上 ノ弱 黙 テ遺 ス事 ナ ク全

治 ス ・レ事 テ示 ス ト共 二、他 方 是 等 ノ症 例 が軍 純

ナ ル感 冒 ト思 惟 サ ル ・モ ノ ・中 二 多数 存 入 ル

事 、 更 二期 カル例 が無 熱 トナ リ、 咳漱 喀 淡 泊失

シ、 且気 分 ノ恢 復 セ ル後 ニ モ尚 数 日以 上 二浸 潤

ノ吸収 ノ・遅 ル ・テ常 トス ル テ以 テ コ ノ間 二於 テ

囁 養 上注 意 テ怠 レバ僅 カ ノ動 機 ニ ヨ リテ ソ ノ再

燃 テ來 シ、 病 勢 進 行 スル事 ア リ斯 カ ル症 例 二注

意 スル事 ノ・肺 結 核 ノ早 期 診 断 、 早期 治 療 上 重 要

ナル 意 義 テ有 スル モ ノ ト思 惟 セ ラル ・テ以 テ、

以 下 之 テ報 告 セ ン トス ル次 第 ナ リ。

第1章 症 例

第1例 ■21歳 水撃 」:學部 學生(第1、 第2,第

3圃)

家 族歴 二結核 ノ遺傳 ヲ認 メズ。昭和11年4月 入學時

ノ健康診 断 二際 シ撮影 一ヒル 胸部 「レン トゲ ン」像 ニ ハ

全ク異常ナ シ。5月 中旬所 謂感冒二罹 リ咽頭痛 ア リ、髄

温39度 ナ リシモ数 日ニテ治癒 セ リ。從來健康 ナ リシ

爲 特別 二留意 セザ リシが6月 初旬再 ビ感冒感、咽頭痛

ア リ。2,3日 間38度 以上 ノ熱 ア リ,ソ ノ後倦 怠感、食

慾 不振 ア リシが6月 中旬咳漱 喀疾出 フごル ニ 至 リタル

ヲ以テ診 ヲ乞 フ.當 時右 側肩脾間部 二 軽度 ノ濁音 ア

リテ呼 吸 音 粗 製 且 中 及 小 水 泡 性 「ラッセ ル」ヲ多 敬 聴 取

ス 。 赤 沈 速 度1時 間40粍 。 「レ ン トゲ ン」像 第1圖)

二於 テ右 中野 側 方 二著 明 ノ陰 影 ア リ 全 膣 ト シテ境 界

精 ζ不 鮮 明 ナル 手 掌 大 ノ陰影 ナ ル モ ソ ノ 間 小斑 貼 状

ノ濃 彩 ヲ混 ズ。6月22日 入 院 。23日37度2分 ア リ シ

モ 翌 日 ヨ リ無 熱 トナ リ、 「ラッセル 」モ鍛 日後 消 失 ス 。

浸 潤 登 見 ヨ リ11日 後(6月30日)ノ 「レ ン トゲ ン」像

(第2圖.二 於 テ陰 影 ハ既 二殆 ・ ド消 失 シ、 更 二7月

13日(24日 後,)二 ・・(第3圖)何 等 正 常 ト異 ラ ザノし二 至

レ リ。 赤 沈 速 度 ハ61122日1時 間 値65粍 、21～ 日
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第1降}1第1{列 ■A6月19日

右 中 野 側1方 ノ 浸 潤

第3圖 第1例 ■C7月13日

鋳

白
.

M

24日 後(全 〃健康時 ト同様)

第2圖 第1例 ■B6月30日

11日 後(殆 ソ ド吸 取)

勉

24粍 、7月7日7粍 、11日6粍 ナ リ。 血 液 像 。6月

22日 白 血球 倣8400、 「エ オ ジン」 嗜 好 白血 球5%中

性 桿 状 核 白血 球0%同 分 裂 核63.5%大 軍 核 細 胞 及 移

行 型3%淋 巴球27.5%「 プ ラス マ」細 胞1%。7月8

日 白血 球 数5400「 工 才 ジ「ン/」嗜 好 白血 球12.4%中 性

桿 胱 核 白血 球2,0%同 分 裂 核37.6%唖 基 嗜 好 白 血

球0.4%大 軍 核 細 胞 及 移行 型4.8%淋 巴 球38.8%。

7月16日 白 血 球 数5700、 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球1.5

%中 性桿 状 核 白血 球0.5%同 分 裂 核51.0%鞭 基 嗜 好

白 血 球0.5%大 軍 核 細 胞 及 移 行 型5.5%淋 巴 球41.0

%ナ リ。 喀 疲 ハ入 院 特 約20瓦 、25日50瓦 ア リ シモ

27日 以 降5:瓦 トナ リ、7月5同 以後 喀 痕 ナ シ。,喀疲

中結 核菌 及 弾 力 繊 維 ハ数 回検 査 セル モ 常 二 陰 性 ニ シ

テ、 肺 炎蔓 球 菌 ナ シ。 留 重20日 間 二2。5肥 培 加 セ

リ。 「ソ ベル 〃 リソ」反 旛 八千・倍 稀 繹 液 ヲ 以 テ 皮 内 反

磨 ヲ行 ヒ 紅斑1.5-1.5cm、 糞 便 中 二寄 生 錨卵 ナ シ。

ソ ノ他 「エ オ ジ.ソ」嗜 好 細 胞 ヲ示 ス原 因 ナ シ。

本 症 例 ノ・從 來 全 ク健 康 ナ リ シ畢 生 が突 然 感 冒様

症 状 ラ呈 シ数 日 一 シ テ 治 癒 シ タ ル モ 、 約20日

後 再 ビ 同 様 ノ感 冒 様 症 状 テ呈 シ、 治 癒 遷 延 セ シ

爲 二 来 院 シ、 「レ ン トゲ ン」検 査 ニ ョ リ肺 二著 明

ナノレ浸 潤 存 セ ル 事 テ 褒 見 セ ラ レ タ ル モ ノ ー シ
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第11例 一21歳

%23 74 z5 ゐ 27 28 23 30倫 z 3 4 5 6 7 3 9 '0 〃 72 13 '4 '5 '6 17 18 13 勿 71 Z2

T

4ノ

初

39

38

37

36

護

6

へLa 一一 一

ノい

一 ■

♂
一 嚇

へ

一 一一

酌A
一

♪h 、戸

一一 一 一 一

《〆

一

の》

一 脚 一 一

騨1～

一

【の謝

一 一 ■

》

哨

レ "

胃 一「♂ F

い

一 一,響

ず!

一 一

い v
"

u
一

罵 8 9 ろ δ

喀覆量 升 23 〃 ∫o 1ρ 26 8 5 3 7 5 7 6 1 5 3 3 3 o o o o 十 〃 ρ 〃 0 〃 o
結 腰 薗 一 一 一 一 囎

赤∫艇 疇 65 24 15 7 6 8・休 宜σ西) 4/21 423 423 綴2

テ、 最初 ノ感 冒 時 二恐 ラ ク肺 二新 病竈 テ生 ジ、

特 別 ナ ル注 意 テ彿 ノ、ザ リ シ爲1「 シユ ー ブ」テ起

シ、 第2同 ノ感 冒檬 症 状 テ來 タ セ ル モ ノ ナ ルベ

シ。 「レ ン トゲ ン」像 二於 テー一様 ナ ル陰 影 ノ中 二

小 斑 黒胡犬濃 影 ノ散 在 テ認 メ シノ・第1同 ノ浸 潤 ノ

吸 牧 未 ダ不 充 分 ニ シテ小斑 黒胡犬ノ陰 影 爾 残 存 セ

シ時期 二再燃 セ ル爲1ソ ノ周 園 二李等 ナ ル陰 影

弓生 ジ、 カ ・ル像 子 呈 スル ニ 至 レル モ ノ ト思

惟 サ ル。 ソノ後 ハ充 分 二 安 静 ラ守 リタ ル爲11

日後 二陰 影 ノ・殆 ン ド吸 牧 セ ラ レ、24日 後 ニノ・全

ク健康 時 ト同様 ノ像 テ呈 スル ニ至 レ リ。 ・

本例 ノ・結 核 菌 陰 性 、 且 感 冒様 症 状 テ以 テ始 マ レ

リ ト錐 モ、 白血 球 檜 多症 ナ ク、 又再 登 ヲ來 タ セ

ル事,及 「レ}・トゲ ン」所 見 二徴 シテKellner ,

Boytinckノ ィ フ如 キ不 定 型 肺 炎又 ノ・非特 殊 性

肺 炎 トノ・認 メ難 ク、 又 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ1最

高12.5%二 達 セ ル モ 寄 生 贔 性 肺 浸 潤 、 又 ハ ソ

ノ他 ノ「ア レル ギー」性肺 浸 潤 ト モ 認 メ 難 久

Br5uningノ 部 分 的喘 息(PartiellesAsthma)

ノ・氏 ノ所 謂 肺 氣 腫 及 腫 脹 氣 管 枝 影 等 ノ特 有 ナ ル

像 テ認 メザ ル鮎 ヨ リ除 外 シ得 ベ シ。 之 テ要 スル

ニ、 本 浸 潤 ハLl6fHer及:Leitnerノ イ フ結 核

「ア レル ギー」二基 ク____過性 肺浸 潤 ト見 ナ スベ キ

モ ノナ ル ベ シ。 本 例 二於 テ同 一場 所 二再 褒 セ シ

事 、 及 薔 浸 潤 ノ遺 存物 ト認 メ ラル ・モ ノテ存 シ

タル事 ノ・同氏 等 ノ反覆 性 テ強調 ス ル黙 卜一致 セ

リ。

本 患 者 二封 シテ ハ輩 二當 分 日光 浴 及 過 激 ナ ル運

動 ラ禁 ジ、夏 期 休 暇 中 静 養 セ シム ル ニ止 メ9月

ヨ リ ノ登校 テ許 可 シタ レ ドモ、 患 者 本 人 ノ意 志

ニ ヨ リテ翌 年3月 迄 休 學 シ、 以後 健 康 ニ テ就 學

シ居 レ リ.

本 患 者 ガ若 シ第2同 ノ感 冒後 ニ モ 「レ ン トゲ ン」

検 査 ラ受 ケズ軍 純 ナ ル感 冒 ト考 へiソ ノ治 癒 後

直 チ ニ夏 期 休 暇 テ利 用 シ登 山又 ノ・海 水 浴 テ行 ヒ

タ リ トセバ、 ソ レガ爲 二再 燃 テ來 シ著 明 ナ ル肺

結 核 症 状 ヲ'呈ス ルニ至 ル可 能 性 ハ可 成 リ大 ナ ル

モ ノ ト云 フベ ク、 毎 年 海 水 浴 或 ノ・登 山後 二起 リ

タ リ ト稻 スル肺結 核 患 者 ガ醤 テ訪 フ事 勘 カ ラザ

ル事 實 ト合 セ考 フル時 本例 ハ 實 地 診 療 上参 考 二

資 ス ル虜 多大 ナ ル例 ト云 フ可 シ。

第2例 ■24歳 本學署學部學生(第4.第5圖)

肺結核 ノ遺傳 關係 ナ シ。 昭和12年7月8日 多少 ノ倦

怠感 ア リ、 同 日夕刻紳宮外苑 ヲ散歩 中雨二遭 ヒ、雨 中

ヲ駆 ケテ蹄宅 ス。 同夜39度 、翌 日倦 怠感 ア リ、刺戟

性咳漱 ト少量 ノ線 黄色 ノ濃 キ 喀疾 ア リ。 更 二翌 日左

背部 二疾痛 ヲ感 ズ、喀疾 ハ稀薄 トナ レリ。10日 診 ヲ

乞 フ。 左背下部 二呼氣延長 ア リ、 「ラッセル」ナ シ。 赤

沈速 度1時 間値40粍 、 「レ'ソトゲン」像 「第4圖)二 左

側肺 門周 園 ヨ リ下野 ノ上部 二亙 リテ 牛圓状 ノ限界不

明瞭 ナル 陰影 ア リ。安静 ヲ命 ズ。11日 ヨ リ3日 間鼻

「カタル」様症状 ア リ
、7月15日 少量 ノ血疲 ヲ生 ジ、

同 日入院 ス。左 背下部 二輕度 ノ濁音 ア リ テ 左側 二於

テ側胸部及 背下部 ハ呼氣 延長 、呼吸音粗 裂ニ シテ、中

等大 ノ水泡性 「ラッセル」ヲ多倣源 取 シ、左背 下部 ニハ
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第4圖 第2例 ■A7目10日

左肺門下部 ノ肺門周園浸潤

第5圖 第2例 ■B7月28日

第4圖 ヨ リ18日 後 、 肺 門 影 正常 トナLり

第2{列 ■24歳
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倫 ソ ノ他 少激 ノ 「ギ ーメ ソ」ア リ。 赤 沈 速 度1時 間値

31粍 、 入 院 後 鵤 温 最 高37度2分 、 多 ワ ハ37度 以下

トナ リ,22日 ヨ リ喀 疲 著 シク減 少 シ、26日 ニ ハ「ラッセ

ル.左 背 下部 二少 数 ノ ミ1・ナ リ27日 ヨ リ呼 吸 音 殆 ソ

ド正 常 ニ シ テ 「ラッセル 」ナ シ。28日 ノ 「レ ノ トゲ ソ」

像 「第5圓)二 於 テ ハ既 二上記 ノ異 常 ナ ル 陰 影 ヲ認 メ

ズ。 即18日 ∫⊥内 二浸 潤 ノ 消 失 ヲ ミタ リ。 喀 疲 量'・

22日 迄 ・・100-30瓦 、 ソ ノ後50-5瓦 、 初 メ ・・少 景

ノ血 液 ヲ混 ジタル モ結 核 菌 及 弾 力繊 維 ハ 数 同 楡 査 セ

ル モ陰 性 。 肺 炎讐 球 菌 ナ 〃、 寄 生 鹸 疾 患 ナ シ。 赤 沈

速度 、7月15日31卑 壱、26日20粍 、8月2日1]聚 〔≡

ナ リ。 血 液 像 、7月15日 白 血球 数 、6400,中 性 智 肢

核 白血 球9.2;・ 同 分 裂 核62.8r「 エ オ ジ ン」嗜 好 白 血

球15.2%大 革 核 細 胞 及 移 行 型6.0%淋 巴球6.0%「 プ

ラス マ」細 胞0・8%、7月2a日 白血 球 数5700 、 中 性

桿 状 核 白 血球4.4%同 分 裂 核60.0%「 エ オ ジン」 嗜

好 白血 球13.2%大 軍 核 細 胞 及 移 行 型4.4%淋 巴球

15.690蠣 基 嗜 好 白 血球1,6%ナ リ。「ツベ ル ク リン」反
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鷹 ハ千 倍稀稗液 ヲ以 テ 皮内反懸 ヲ 行 ヒ2.0-2.5cm

ナ リ。糞便 二寄生贔卵 ナ シ。

本 例 ハ雨 二濡 レ タル後 突 然 高熱 ラ登 シ咳噺 喀 疾

テ出 シ、 ソ ノ.経過 中 血痕 ノ出現 テ モ見 劣 レ ドモ
ロ ロ

数 日間 内 二下熱 シ、 咳漱 、 喀 疲 及 胸部 ノ理學 的

所 見 ノ短 時 日中 二消 失 セ ル ノ ミナ ラズ、 第 三病

目 二行 ヒタルfレ ン トゲ 拍 検 査 二際 シテ認 メ ラ

レタル 明 ラ カ ナル異 常 陰 影 ノ・僅 カ ー18日 テ経

過 セ ル後 二行 ヒタル再 検 査 二際 シテ ハ銑 二全 ク

吸 牧 セ ラ レタル モ ノナ リ。 赤 沈速 度 モ獲病 當初

二 ・・明 カニ促 進 セ ラ レ タ～レモ速 カ ニ殆 ン ド正 常

値 二復 聾 セ リ.而 シテ、 本 例 二於 ケ ル血 液 所 見
ゆ

ト シテノ・白血 球増 多 症 ナ ク著 明 ナ ル「エ オ ジ ン」

嗜 好 白血 球 ノ増 加 テ認 メ タ リ。

イ純患 者 二於 テノ・嚢 病 第3日 二認 メ ラ レ タル著 明

ナ ル肺 浸潤 ガ10日 後 ノ再 検 査 二當 リ 既 二 全 ク

消失 シ居 タ ル ニ ヨ リテ見 レバ本 浸 潤 ノ・一 過 性 浸

潤 ト稻 スベ キ モ ノ ナ リ。 本 例 二於 テ ノ・喀 庚 申 一

結 核 菌 陰 性 ニ シテ血 液 内 二著 明 ナ ル 「エ オ ジ ン」

嗜 好 細 胞 ノ増 加 ヲ'認メ タ レ共 、 之 一 ヨリテ直 チ

ニ本 浸潤 ラ 非 結 核 性 ノモ ノナ リ トノ・断 言 シ難

シ。 血液 内 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 増 加 ハ本浸 潤 ガ

「ア レルギー」性 ノモ ノニ 非 ル カ テ 思 ノ・シム ・レ

モ、結 核 ト關 係 ナ キ 「ア レルギー 」性 肺 浸 潤 二際

シ本 患 者 二於 ケ ル が如 キ血痕 テ來 ス事 ア ルカ疑

ノ・シ。 又 「イ ンフル エ ンザ」三際 シテノ・血痕 弓遼

入事 珍 ラ シカ ラズ、 且 軍 純 ナ ル 「イ ン フ ルエ ジ

ザ」 ニ テノ・白血 球 増 多 症 テ來 サ ザ レ ドモ、 肺 炎

テ起 スニ至 レバ 白血 球 増 多 症 テ俘 フ喜 多 キノ・先

年 本邦 二於 ル大 流行 時 二際 シ、 稻 田 名審 教 授S亀h

ノ 明 カ ニ セ ラ レタ ル所 ナ リ。 但 シ 「イ ンフ ル

エ ンザ 」肺 炎 が軽 微 ナ ル時 ノ・白血 球 増 多症 テ鋏

ク事 モ可能 ナ ル テ以 テ全 ク コ レテ除 外 スル事 ノ・

困難 ナ リ。 ソ ノ他木 患 者 二 ・・姻 鐘 仔 轟 ・一ヨル肺

炎 テ疑 フベ キ根 嫁 ナ キ テ以 テ、 余 ハ本 患 者 二見

ラ レタル一 過 性 肺 浸潤 ノ・肺 結 核 初 期 痛 状 トシテ

出 現 セル モ ノニ非 ザ ル カ テ疑 フモ ノナ リ」 肺 結

核 ノ初 期 二見 ラル ・浸 潤 ノ・極 メ テ容 易 二吸 牧 セ

う レソ ノ軟 化 テ起 サ ザ ル場 合 ニ ノ・喀 疾 中 二結 核

菌 及 弾 力 繊 維 テ見 ザ ル テ常 トス ルモ ノナ ル ノ周

知 ノ事 實 ナ ル テ以 テ、 少 ク トモ本 浸潤 が結 核 性

ノモ ノ ニ非 ズ トノ確 謹:チ基 ゲ難 シ。

本 例 ノ如 キ経 過 チ ト リタ ル モ ノノ・タ トへ之 が結

核 性浸潤 ナ リ トズル モ ソ ノ豫 後 ハ甚 グ佳 良 ニ シ

テ完 全 治 癒 ラ螢 ム モ ノ甚 ダ多 セ。 但 シ・ 一デ毅 二

肺 二於 ケル病 的 攣 化 ノ・、 之 が一 定 度 以 上 ノ大 キ

サ テ有 スル ニ非 ザ レバ 「レ ン トゲ ン」像 二現 ノ・レ

ザル モ ノナル テ以 テ、 肺 浸 潤 ノ吸 牧 時 二於 テ ノ・

「レ」線 像 ニ ヨ リ テ之 チ認 メ得 ザ ル ニ至 リテ ヨ リ

更 二曹 ク ノ間 ・・未 グ多 少 残 存 シ居 ル モ ノ ト考 フ

ベ キナ リ.而 シテ一 過 性 肺 浸 潤 ノ復 路呈 シタ ル

結核 性 肺 浸潤 ガ、 未 ダ充 分 吸 牧 シ終 うザ ル時 期

二於 テ有 害 ナ ル原 因 ノ作 用 『ヘル時 ハ容 易 二再 燃

テ來 シ、慢 性 肺結 核 二 移 行 ス ル 危 険 存 スル テ

以 テ、斯 カ ル患 者 二野 シテ ハ浸 潤 清 ソミ後 モ1-2

ケ月 間 ノ・ソ ノ生活 二注 意 セ シム ル必 要 ア し ドモ

長 期 間 ノ静 養 ・・必 要 ナ シ。 依 ツ テ本患 者 ハ夏 期

休 暇 中 ダ ←静 養 セ シムル 二上 メ、9月 學 期 初 メ

ヨ リ通 學 テ許 可 シ、 畢 生 ト シテ普 通 ノ生 活 チ爲

サ シメ居 レ ドモ今 日 二至 ル迄 全 ク健 康 ナ リ。

第3例 ■20歳 女畢 生(:第6.:第7。第8圖)

結 核性疾 患 ノ遺 傳關係 ナ グ、家族 中ニ モ 同疾 患 二罹

患 セルモ ノナ シ。但 シ、學校 ノ寄 宿舎 二 於テ肋膜 炎

ナル診断 名ニテ1年 間 休學 シ、最近 登校 シ時 々咳嚥

アル畢 生 ト同一室 二2名 ノミニ テ居住 シ 居タ リ ト ノ

事 ナ リ。

昭和10年4月29日 感冒感 ア リテ38度6分 、強 度/

咽頭痛 及咳漱 ア リ、ソノ後3日 間39度 前後 ノ熱 ア リ、

當時右 背下部 二軽度 ノ濁音r多 数 ノ水 泡音存ス ル ノ

故 ヲ以テ某馨 ヨ リ肺炎 ヲ疑 ハレタ リ。ソ ノ後熱;欠第 二

下降 セルモ診 断確定 ノ目的 ヲ以 テ5月10日 入院ヌ。

爾後37度 乃至37度2分 ノ微熱縫績 セ リ,右背下部呼

吸音稽 く微 弱ニ シテ多数 ノ捻髪音 ト「ギー・ノン」ヲ聴

取 ス、濁音 ナ シ。1レ ン トゲン」像(策6周)ハ 右下野

二手掌大 ノ境 界不鮮明 ナ ル 平 等 ノ陰影 ア リ
。 ソノ後

17日 ヲ経 テ 「ラッセル」消 失 シ、 常 日「レ ントゲン」撮

影 ヲナセル ニ(第7圖)上 記 ノ陰影既 二全 〃消失 セ リ。

然ル ニ6月 初、再 ビ「ブ ンギナ」様 症状 ヲ以 テ「シユー

ブ」ラ起 シ、右下野 二再 ビ浸潤 ヲ生フごル ト共 二左側 下
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第6国 策3例 ■A5月10日

右下野小手掌大限 界不鮮 明ナル軟影

」許

μ

第8岡 第3例 ■C6月3日

右 下野暮登 、左側 心臓 野外側 二娘浸潤

'

第7圖 第3例 ■B5月27日

17日 後Q豊 潤消 失)

野 ノ心 臓 影 外 側 二鳩 卵 大 ノ娘 寝 潤 ヲ 形 成 ジ(第8圖)

何 レモ再 ビ短 時 日 内 二消 失 セ リ。 赤沈 速 度5月10日

53粍 、20日21粍 、29日10粍 ナ リ。 血 液 像 、5月10

日白 血 球 倣 、9000、 中性 骨 髄 細 胞0・8%中 性 桿 状 核 白

血球0.8%同 分裂核65。2%「 工才 ジソ」嗜好 白血球4.8

%大 軍核細胞及移行 型4.0%淋 巴球24,4%ナ リ。 喀

疾 ハ1-3瓦 ニ シテ、結 核菌及 弾 力繊維 ・・数 回検 査 セ

ル モ陰性、時 二肺 炎蔓 球菌 ヲ少量 二 謹 明 シタル事 ア

リ。千 倍稀繹 液 ヲ以 テ 行 ヒタル 「ツベル ク リン」皮内

反鷹 ハ2.0-2.Ocmヲ 示 セ リ,

本 例 ハ扁 桃 腺 炎及 吻 軟喀 疲 テ件 ヒ、 高熱 テ褒 シ

右 下 野 二早 期 浸 潤 様 ノ陰 影 テ形 成 シ、17日 後 ノ

再 検 査 二於 テ全 クlill失シ、ソ ノ後 約10日 テ経 テ

再 ビ「ア ンギ ナ」様 ノ症 状 ト共 二同 一 場 所 二陰 影

ノ再 出現 ト同 時 二反対 側 二 娘 浸 潤 テ 形 成 セ ル

モ、 間 モ ナ ク之 モ消失 セ ル例 ナ リ。

本患 者 ・・退院 後 モ燃 依 然 ト シテ持 緬 シタ ル モ

特 二癸熱 ノ原 因 ト認 ムベ キ モ ノ無 久 自魔 的 及

他量 的 二病 的 症 状 ナ ク、 叉 入院 中 二行 ヒタ ル諸

検 査 ノ結 果 コ ノ微 熱 八高膿 温 症 ト認 ム ベ キ モ ノ

ナ リ トノ坂 口教授 ノ診 断 二從 ヒ9月 ヨ リ ソ ノ経

過 テ監 督 シツ ・通 學 セ シン タル ヘ ソ ノ後 何 等

ノ異 常無 ク、 昭 和12年 學 校 テ卒 業 シ、ソ ノ後 モ

全 ク健 康 ナ リ。

本 患 者 ハ 當 初 主治 欝 ヨ リ 「クル.プ 」性肺 炎 ノ疑

テ置 カ レ タ1ノドモ入院 後 ノ経 過 二徴 ス レバ ー 過
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第3例 20歳

性 肺浸 潤 ナ リ。 但 ソ ノ疾 患 ノ本態 二就 テハ老 手

確 定 ス ル事甚 グ困難 ナ レ ドモ、 臨 躰 的所 見 ノ・定

型 的 肺 炎 トノ・一致 セザ ル ノ ミナ ラズ 白血球 増 多

症 テ映 如 シ、 ソ ノ不 定 型 チモ認 定 ス ル事 ・咽 難

ナ リ。 喀 疲 中 二少 量 ノ肺 炎蟹i球菌 ヲ認 メ タル 事

ア レ'ドモ非肺 炎患 者 二厘 々 獲見 ラル ・程 度 ノ量

テ越 エ ズ。 本 患 者 が肺 結 核 ノ疑 ヒ濃 厚 ナ ル モ ノ

ト同室 シ居 りタ ル事 實 及 ビ入院 中菖病 竃 ノ再燃

卜共 二反 封{則 二娘 浸 潤 卜思 ノ、ル ・モ ノ テ生 ジ タ

第9圖 第4例A.10月31日

態 ・

右肺門上部 ヨリ中野 二及 ベル浸潤

ル撃 手合 土考 フル時 ノ、本 浸 潤 ヵ結 核 感 染 ニ ヨ リ

テ起 りタ ル モ ノ ト推 定 スル テ以 テ最 モ穏 常 トス

可 キ ナ ルベ シo

第4例 ■26歳 男 子 署 師 弟9,第10,第11

圖)

家 族 歴 二 八母 系 ノ祀 父及 父 系 ノ兄 弟 二肺 結 核 ア リ。

既 往症 二於 テ4年 前 右 鎖 骨 下 浸 潤 ニ テ1ケ 年 間 休學

セ シ事 ア リ。 昭 和10年10月28日 頭 痛 ヲ感 ジ
、 夜 悪

寒 ア リ・ 白血球 倣6400、30日 友 人 ノ結 婚 式 二参 列 シ

第10国 策4例B11月5日

鮮.・

5日 後澄潤 中野 二機大 ス
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6ル ニ同 夜 悪 寒 戦 標 ヲ以 テ39度rナ リ咽 頭 痛 強 〃、

31日 入 院 ス。

前 記 ・症 状 ハ11月3日 進 織 綾 セ リ。11月3日37度

r分 、 翌 重日以 後窄 熱 トナ ル.10月31日 右 背 上部 ハ

呼 吸 音 粗 製 ニ シテ 呼 気 鏡 且 延 長 シ、 少 量 ノ「ラ.セ ル」

ヲ側 胸 部 二聴 取 ス。 「vソ トゲ ソ」像(第9岡 三於 テ

・・有肺 中野 二 於 テ肺 門部 ヲ 底 邊1'ス ル 三 角 形 ノ手掌

大 ノ境 界 不鮮 明 ナ ル 陰 影 ア リ、11月3日qリ 血 痕 ヲ

生 フご。11月5日 二{最}杉セル 「レ ン/トゲ ソ」像(第10隔D

二於 テ ハ陰影 ノ・右腕 中 野 ノ殆 ソ ド全 部 二 機 大 シテ帯

状 ヲ爲 シ上界 ハ境 界 不 鮮 明 ナル モ 下 界 八 葉縁 ・.至 り

テ境 界比 較 的判 然 タ リ.8日 二 八 右 前 胸 部 第 三 肋 間

迄 輕 度 ノ濁 音 ア リテ 此 ノ部 二気 管 枝 性 呼 吸 音 ア リ、然

ル ニ鎮2同 ノ「し/ン・トゲ ン」ケ最影 そ麦8日 ヲ繹 望ル13日

二 八濁 音 消 失 シ、 呼 吸音 正 常 、 「ラッセル 極 少 敷 トナ

リ、 常 日 ノ「レ ン トゲ ン」像'第11圖)二 八前 述 ♂異 常

陰1属 こ〃吸 取 セ ラL,僅 カ ニ右月市門部 ノ 若 干 振 大 セ

ル ラ認 ムル ノ ミ トナ レ リ。 之 レ 第1同 撮 影 ノ日 弓 リ

13日 後 ノ事 ナ リ。 而 シテ 更:二2週 間後(28日)二 八肺

門1鶴 刎 正 常rナ レ リ.赤 沈 速 ノ斐・・1時 間1直10月31

日2↓ 粍 、11月1日42粍 、5日71粍 、10日25粍 、

14日17粍 、18日9粍 ナ リ。 血 液像 ハ11月1日 、 白

血 球 敷8100、 中性 桿 状 核 白血 球1,0%同 分 裂 核60,0

%「 エ ォ ジ ソ」嗜 好 白 血一球0.5%、 大 軍 核 細 胞 及 移 行 型

3.5%淋 巴球:34.5%ニ シ テ、11刀10日 、 白血球 数

700,中 性 桿 状 核 白 血球1.5%同 分 裂 核60.0%「 工 才

ジン」嗜 好 細 胞1.59・ 大 軍 核細 胞 及 移 行 型5・0%淋 巴

球32.0クoナ リ。 ロ客勇夷ノ・1!月8日 進1日 昂=98-30:瓦

r.シ テ71月3日 ヨ97日 迄 血 瑛 ヲ少 量 二混 ゼ9、9日

第11圏 第4例C11月13日

第9障llヨ リ13日 、 第10F,司 ヨ リ8日 そ麦,丹市「5『

上 部 稚 く摘 大 セ ル ノ ミ ニ シ テ 肺 影 正 常

以後14日 迄 ノ・喀疾 量1日30-10瓦 ニ シテ 以後更 二

減少 セ リ。喀疲 中 二結核菌 及弾 力繊維 ・・常 二陰 性 ニ

シテ肺 炎墜球 菌 ハ之 ヲ可成 り多量 二詮 明 シタ リ。 「ツ

ベル 〃 リン」反感 ・・千倍稀繹液 ヲ以 テ皮 内反臆 ヲ行 ヒ

強 陽性 ヲ示 セ リ。

本初 ハ4年 前 右 鎖 骨 下浸 潤 二罹 患 セ ル モ、 ソ ノ

後 金 ク健 康 ナ リ シガ,突 然 感 冒感 、咽 頭 痛 テ以

テ高 熱 テ資 シ、 肺 門 部 二接 シ右 肺 中野 二浸 潤 テ

第4例 一26歳
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生 ジ、 一 時 ハ更 二櫨 大 テ認 メ タル モ、 第1同 検

査 待 ヨ リ13日 後 、 父陰影 籏 大 後8日 ニ シテ、飢

二肺浸 潤 ノ吸 牧 テ認 メ、 更 二2週 間後 二・・肺 門

影 モ全 ク正 常 二復 露 シタ リ。

4S例 ノ「レ ン トゲ ン」像 ノ、ヒ蓮 ノ鮎 ヨ リー過 性肺

浸 潤 ナ ル ガ、最 初 二突 然 感 冒 感 テ以 テ肺 門部 二

周 焦性 炎症 ラ生 ジ更 二旗 大 シテ廣 汎 ナル浸 潤 テ

形成 セ ル モ ノ ト考 ヘ ラル。 「レ ン トゲ ンJ像 ニ ヨ

ル モ將5ζ喀 疲 所 見 ニ ヨル モ葉 間肋 膜 炎 二非 ル事

・・言 テ侯 タズ
、 又 肺 門 浸潤 二績 獲 シテ陰 影 櫨 大

セ リ ト錐 モ右 上 葉 ・・呼 吸 音粗 裂 ニ シテ呼氣 延 長

著 シ久 暫 時 ノ・氣 管 枝 性 呼 吸音 テ蕪 取 シ、且 「レ

ン トゲ ン」像 二 縦 隔 寳及 横 隔 膜 ノ 移 動 ナ 久 肋

間腔 モ縮 小 子認 メザ ル テ」以テ 「ア テ レク ター ゼ」

トノ・考 ヘ ラ レズ。更 二喀 燦 二相 當 多 量 二肺 炎墜

球 菌 テ認 メ、 血 疾 テ 牛 ジ タ レ ドモ白血 球 檜 多 症

無 久 「ツベ ル ク リン」反 慮 陽性 ニ シテ 且 「レ ン

トゲ ン:所 見 ヨ リ考 フル モ 「クル.,プ 」性 肺 炎 、

「イ ンフ ルエ ンザ」肺 炎 叉 ハ不 定 型 肺 炎 トハ 認 ノ

難 ク、 既生 症 テ考慮 シ、 臨 躰 的 観 察 、rレ ン1・ゲ

第12圏 第5例A5月26日

ン所 見 テ綜 合 ス レバ結 核 性 肺 「シユ ー ブ」就 中肺

門浸 潤 及 ソ ノ周 焦 性 炎症 ニ ヨ ツテ 來 レル ー'種ノ

ー 過 性 肺 浸 潤 卜認 ムル テ妥 當 トナ スベ ク思 惟 サ

ノレo

本 例 ハ ソ ノ後 約5ケ 月 間 静 養 シ タ ル後 出 勤 シ、

全 ク健 康 者 卜同 檬 ナ ル 生 活 テ螢 ミ ツ ・ ア リ。

第5例 ○ 上30歳 男 子 會 赫 員 〆第12,第i3圖)

家 族 歴 二結 核 ノ遺 傳 ナ シ。 約8年 前 一 右 側 滲 出性 肋

膜 炎 二罹 患 シ、 ソ ノ後 毎 年 冬 期 二 ・・感 冒 及 咽 頭 「カタ

ル 」ヲ繰 返 セ リ。 昭 和12年5月10日 、 何 等 ノ誘 因 ナ

久 突 然 咳漱 ア リ、13日 ヨ リ頭 庸 ア リテ 讐 師 ヲ 訪

ヒ感 「rll・診 噺 サ ル。14日 ヨ リ喀 褒 ア リ、 翌15日 左 、

前胸 部 二痔 痛 ア リ、 獲 熱38度 二達 ス、3日 後 解 熱 セ

シモ 咳漱 喀 湊 減 少 セ ブご、25日 入院 ス。 左 前 胸 部 第 四

肋 問 以 下及 背部 第 六 胸 椎 以 下 二 輕 濁 音 ア リ。 呼 吸音

左 側 上 部 粗 裂 ニ シテ左 背 肩 脾 間 部 一 少 巌 ノ捻 髪 音 ヲ

聴 取 ス.26日 ノ「レ ノ トゲ ソ」像(第12圖)ノ ・左 肺 中野

ノ全 部 及 下 野 ・上 部 ヲ占 ムル 廣 汎 ナ ル 準 等 ノ陰 影 ア

リテ限 界 不 明 瞭 ナ リ。 然 ル ニ本 陰 影 ・・6月7日 自P12

日後 ノ楡 査 二際 シ テ・・殆 ン ド消 失 シ 唯 左 側 肺 門 ノ稽

く振 大 ヲ認 ムル ノ ミ トナvリ 。1〆第13圖)喀 疾 ・・5月

第13岡 第5例B6月7日

誰潔

左 中、 下野 ノ超 手掌大浸潤

.難

引
響

"、、

・

舞

「

12日 後澄潤清 失 シ、左肺門 多少す駄 飛 セ リ
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第5例 30歳
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"

37

36

∬

林脳

一 一 帰 一

" ゾゾ
一

v
一 一 一 一 一

騨 !
一一 一 一}

岬
一 A 晶

♂ψ』
繭

赤沈漣度 ∫5 20 'θ 8
・馴質量 十 20 70ノ, 20 18 174 2 0 十 ρ o 2 2 十 十 一 印 一

体 重11ω 1
%ρ1 卿1 卿

llL、 1 ル 1 1

31日 迄 ・・1日 量20-13:瓦 ニ ヴテ、.29日 迄 ハ少量 ノ

血 痕 ヲ混 セbリ.6月1日 以後喀 疾量1日4-0瓦 トナ

リ、6月11日 以後喀疲 ナ シ。喀 庚申結核菌強 力繊維

共 二陰性 ニ シテ、肺 炎讐球菌 ヲ認 メズ。赤 沈速度 ・・入

院 時1時 間値55粍 、6月1日20粍 、3日10粍 、12

日6粍 ナ リ。1ヅ ベル 〃リソ」反 慮 ・・千 倍稀繹 液 ニテ

皮 内反応 ヲ行 ヒ1.5-1,7cmナ リ。血液像 ・・6月25

日、 白血球12300、 中性桿状核 白血球7.2%同 分裂

核67・2%「 エオ ジン」嗜好 白血球0%大 軍 核細胞 及移

行型4.0%淋 巴球18.4%「 プラス マ」細胞、3。2%、6

月1日 、 白血球数9300、6月10日 白血球藪5500、

中性桿状核 白血球4.8%同 分裂核33.6%「 エオ ジ1ソ」

嗜好 白血球4・0%鞭 基嗜好 白血球0.8%大 軍核細胞及

移行型32%淋 巴球53.6%ナ リ。

本 例 ノ・嘗 ツ テ肋 膜 炎 二罹 患 シ、 其 後 毎 冬感 冒 二

罹 患 シ易 キ モ ノガ、 特 別 ノ誘 因 ナ ク感 冒 様 症 状

テ以 テ登 病 シ左 側 中 下野 二廣 汎 ナ ル陰 影 テ認 ノ

ラ レタ ル ガ、 僅 力12日 そ多.ニノ、既 ニ ソ ノi貧夫:テ

見 劣ル例 ナ リ、本 例 二於 テ ハ畿病 當初 白Il旺珠 数

少 シク増 加 シ、12300二 達 シタル モ、6日 後 ニ

ハ8900、 ソ ノ後 更 二 減 少 シテ5500ト ナ レ リ.

本 例 二 八當 初 白 血球 数 多 少 ノ増 加 ア リ シモ、 呼

吸 困 難 無 ク、 又 喀 庚 申 二 肺 炎墜 球 菌 テ 説 明 セ

ズ、 下 熱 後 血痕 持 綾 セル テ以 テ、 「クル.プ 」性

肺 炎 トノ・診 断 シ難 ク、 又不 定 型 肺 炎殊 二 「イ ン

フル ユ・ンザ」性 ノモ ノ トセ バ 血1疾 ノ出現 テ 設:明

シ得 ベ シ ト錐 モ本症 ナ リ トノ確 説 ノ・無 シ。 結 核

二基 因 ス ルP一過 性 肺 浸潤 二軽 度 ノ白血 球 増 多症

アル事 ノ・L・eitner及1・6fnerノ 症 例 中 ニ モ認

メ ラル ・ラ以 テ、・本 例 二於 テ モ結 核 二関係 アル

一 過 性 肺 浸 潤 テ値 チ ニ否 定 シ難 シ。 要 ス ル 二本

例 二於 ケル一 過 性 浸 潤 ノ本 態 ハ 明確 二決 定 シ得

ザ レ ドモ結 核 トノ關 係 テ全 クハ 否 定 シ難 シ。

第6例60歳 男 子 儒侶(:第14,第15圖)

家族歴 二肺結 核患者 ヲ認 メズf既 往症hシ テ約40年

前肋骨 「カリエ.勺 ニテ肋 骨一部 切除 ヲ受 ケ シ事 ア リ。

約7,8年 前 二所 謂肺 炎 ヲ病 ミ、以後毎年 冬期 ニノ・3

-4同 感冒 二罹患 ス
。昭和12年3月 朝鮮 二旅 行 シ、

蹄途 感冒感 ア リf38度 ノ熱 ア リテ 咳漱 ト左肺 ノ疾病

ヲ訴 ヘ グ リ。5月29日 突然 悪寒 ヲ 以 テ39度3分r

ナ リ、 駒師 ヨリ腎孟 炎 ヲ獲見 セ ラ レテ6月1日 入院

ス。 當時咽頭部 二著 明 ノ饗 赤ア リ。 右前胸 部胸骨縁

二呼吸音粗 製 ニ シテ、 ソノ他 ノ右側上部 ハ 前面背面

共二呼吸音微 弱 ナ リシヲ以 テ 「レン トゲ ン」撮 影 ヲ行

フニ(第14圖)右 肺門部 二接 シ小見手掌大 ノ境界不 鮮

明 ニシテZF等 ナル陰影 ヲ認 ム。初 メ 高年 ナル 爲 二悪

性腫瘍 ヲ疑 ヒシモ、種 々ノ検 査 ノ結 果 ソノ詮 ナ ク、

6月5日 以後亭熱 トナ リ、腎孟 炎 モ次第 二恢復 シ、右

肺 ノ呼吸音正常rナ リタル ヲ以 テ10日 後 二再検査 ヲ

行 フニ(第15圖)前 記 ノ陰影殆 ソ ド消失 セル ヲ ミタ

リ。赤沈速度6月1日51粍 、6月12日100粍 、18

日90粍 ナ リ。喀痕1日 量35-14瓦 、 最初 ノ・粘稠粘

液性、 後ノ・黄色膿性粘液性 トナ レ リ。 結 核菌及弾 力

繊維 ・・共 二陰性、肺 炎璽球菌 ヲ 多数 二認 ム。 腫瘍細

胞及 脂肪細胞 ヲ謹 明 セ ブご。千 倍稀稗 「ヅベル ク リソ」

ニ ヨル皮内反応弧陽性。 血液像6月1日 、 白血球 敷

770J、 中性桿状 核白血 球33.5%同 分裂核45.0%「 エ

オ ジン」嗜好 白血球0.5%大 軍核細胞及移行型7.0%

淋巴球14%、6月18日 白血球 薮6700ナ リ。

本例 ノ・数 年 前 肺 炎 罹 患 後 毎 年 冬 期 二数 回感 冒 ア

リ。 今 春 モ長 途 ノ旅 行 ヨ リ蹄 途 感 冒感 ト登 熟 ア

リ。 更 二2ヶ 月後 腎孟 炎 テ起 シ、 高 熱 テ登 シ、

入院 セ ル際 肺 門周 圃 ノ 浸 潤 ラ 褒 見 セ ラ レタル

モ、 短 時 日内 一 ソ ノ吸収 テ ミタル モ ノナ リ。 入

院 後 間 モ ナ ク下 熱 シ、 且腎 孟 炎 症 状 モ軽 快 セル

テ以 テ、 合 同 ノ登 熟 ノ・腎 孟 炎 ニ ヨル モ ノナ ル

カ、 肺 浸 潤 ト關 係 ア ル モ ノナ ル カ 不 明 ナ レ ド

モ、所 謂 肺 炎 二罹 患 セ ル以 来 展 ≧感 冒 二罹 リ タ

リ トノ 事實 テ合 セ考 フ ル時 ハ、所 謂 肺 炎 ト診 断
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第14国 策6例 ■A6月1日

熱

右 肺門及 中野浸潤

第15圖 第6例 ■B6月11日

黙

.

10日 後(浸 潤 有 夫tル モ尚 多 少肺 影 ±曾加 ス〕

第6例 ■

セ ラ レ タル モ ノハ結 核 性 肺疾 患 ニ シテ,ソ ノ後

度 々再 燃 テ來 タ セ ル際 感 冒様 症 状 テ呈 シ、 合 同

モ腎 孟 炎 ノ出 現 二際 シMoro及Keller.41ノ 所

謂 「パ ラア レル ギー」現 象 トシ気 落病 竃 ノ周 園

二肺 浸 潤 ラ生 ジ、 「レ ン トゲ ン」鳥 貝 上著 明 ナ ル

陰 影 テ呈 スル ニ至 リ、 コ レが良 好 二経 過 シ、 急

速 二吸収 セ ラ レタ ル モ ノニ非 ズ ヤ ト思 惟 サル。

入院 當 初 高熱 ア リ シ時 期 二於 テ モ 白血球 増 多症

」囑 カ リ シ事 「ツ ベ ル ク リ ン」反 鷹 日量陽1生 ナ

リ シ事 及 從 來 ノ経 過 二徴 シ、 心患 者 ハ 肺

炎 後 二 肺 膿 瘍 叉 ハ 気 管 支 振 張 症 テ 残 留

シ、 コ レ チ 中 心 ト シ テ ソ.ノ周 閲 二 時 々炎

症 性 浸 潤 テ生 ジ タ ル モ ノ トハ 考 へ 難 シ。

而 シテ 本 症 ノ浸 潤 ハ 所 謂 肺 門 周 園 炎 乃 至

二二次,1生浸1閏 ト構 セ ラ ル ・ モ ノ ニ 属 シ、 入

院 時 二 右 肺 上 部 二 呼 吸 音 微 弱 ナ リ シ.ハ

「レ ン トゲ ンJ像 ニ ノ・諦1明 シ そ尋 ザPレ ドモ

「ア テ レ クタ ー ゼ 」ノ 合 併 症 ア リ シ ヤ モ シ

レ ズ。

第7例 ■32歳 男 子 馨 師(第1G,第17・ 第

18圖)

本 例 ハ感 冒 惑 及 倦 怠感 ノ爲 レ 昭 和11年S1119日 胸

部 「vソ ト ゲ ソ、撮 影 ヲ行 ヒテ饗 見 セ ル 右 上 野 ノ康 汎

性 陰 影 ニ シテ(第16圖)下 端 八葉 縁 二 於 テ納1明 瞭 二

境 土 ラル ・モ 上部 ハ境 界 イ畜1明 ナ1,當 曝 盟37度 、

赤 沈 速 度1時 間値108粍 ア リ.約2日 後'}三熱1げ},.

10日 後 赤沈 速 度55粍 、 陰 影 ・・著 シ7吸 敢 セ ラ レ(第

17圖)鵤 愛 顧 二増 加 シ、9日7日 卯17日 後 ノ檎 査 時
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第13圖 纂7例 ■A8月19日

塾鶴

撫概

右上野鎖骨下浸潤

第18僻 ぎ1第71列 ■C9月5日

17日 後(殆 ン ド消 失)

胤

第17f:乙ll第7例 ■B8月23日

繋

.・誘身璽i.

麹

騨

10日 後(浸 潤 著 シ〃吸 収 〆

曳徽穐
..
灘.

二 ・・赤沈 速 度30粍rナ リ、 浸 潤 殆 ソ ド完 全 二消 失 シ

第18岡)、 以 後約3ヶ 月 間静 養 セ シ後 ・・全 ク健 康 人

卜同 様 ノ業 務 ヲ爲 シ ッ ・ア リ。 家 族 雁 二 肺 結 核 ノ遺

傳 関 係 ナ シ.

第8例 ■21歳 男 子 畢 生(第19,第20岡 .1

イ忌例 ・・食 慾 不振r',【膨Ill憾 ヲ訴 ヘ テ昭 和10年 用17

日外来 診 察 所 二來 リ、右 剛 甲間 部 二・・霊度 ノ濁 音 ア リ、

右 背 上部 呼 吸 音 附 く粗 製 ニ シ テ 背 下部 二呼 気 延 長 ヲ

認 ノシ ヲ以 テ、 念 ノ爲'レ ン トゲ ン」撮 影 ヲ 行 ヒt)V

二(第19岡 ノ右 肺 下 野 三略 ニー 隈 ナ ル手 掌 大 ノ陰 影 ヲ

獲 見 セ シ 例 ナ リ。 赤 沈 速 度1時 間 儘7粍 。 臥 罧 ヲ命

ジタ ル 二間 モ 無 ク 胃障 碍'・消 失 シ、27日 後 再 ビ來 院

セル 際 「レ ン トゲ ン」検 査 ヲ 行 ヒタ ル ニ 上 記 ノ陰 影 全

〃滑 りこシ居 夕 山 第20同 病;沈1虫 度6粍 .齢 温 李 熱 ナ

リ.家 族 歴 二結 核 ノ遺 傳 ナ シ。 千 倍 稀 糧 「ツベ ル 〃 リ

ソ」ニ ヨル 皮 内 反.絶iノ・2.0-2.Ocmナ リ。

本 例 二 於 ケ ル 浸 潤 ハ 胃 障 碍 ノ け 訴 フ ル 患 者 ノ

精 査 ニ ヨ 畷 兄 セ ラ レ タ ル モ ・ ニ シ テ、 ソ ノ陰

影 ハ 所 謂 早 期 浸 潤 ト構 セ ラ ル ・モ ・ 二相 當 ス レ

ド モ,爽 然 ナ ク,赤 沈 速 度 ノ促 進 ナ ク、 本 例 ハ

家 族 歴 ニ モ 既1歴 ニ モ 結 昏亥感 染 テ確 認 セ シ ム ル
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第19隔i第8朽II■A4117日

右 下 野 浸 潤

第20聯1第8例 ■B5月1↓ 日

27日 後(全 グ消 失ノ

『
肉

芽」

ノ諺 ナ カ リ キ。 飢 二L6剖erモ 亦 全 ク無 白 斑 性

ナ ル 一 過 性 浸 潤 ヲ報 ジ、一 過 性 浸 潤 ハPoliklin-

isehoヨerPr乞pohklinischeKrankheitナ リ ト

1ヘ リ。 本 例 二於 ケ ル 浸潤 ノ イ態 テ 明 確 二決 定

ス ル'}輩ハ 不 可 能 ナ レ ドモ 結 核 性 ノ疑 ヒ ノ下 二治

療 セ リ。 又 本 症 ノ胃 腸 障 碍 ・・結 核 初 期 二 多 キ 胃

酸 鋏 乏 症 二 基 因 ス ル モ ノナ ル カ 否 カ バ 不 明 ナ ル

モ 浸 潤 ノ消 失 ト共 二 胃 腸 障 碍 モ 亦 湾 実 セ リ。 木

例 ・・胃 腸 障 碍 チ 主 訴 ト ス ル モ ノ ニ封 シ注 意 ス レ

バ 斯'ノ 如 キ モ ノ が 史 二数 多 存 在 ス ベ キ 事 子 明 示

ス ル モ ノナ リ。

本 例 ハ6月 初 ヨ リ就 學 シ、 同 年 秋 二 一.渡 感 冒 三

権 リ シ以 外 ソ ノ後 金 ク健 康 二 生 活=㌔

第9例 ■30歳 男 子 勝 師(第21,第22・ 第

23匿 い

従 来 全 〃健 康 ナ リシが1唱和]2年9月9日 咽 頭 痛 嚥 下

痛Jl繍 刺 戟 ア リ。 翌10日 頭 痛 及て径怠 感 ア11テ37度

_4分 、11日38度5分 、 ・♪量 ノ喀 デ夷加 ・・リ臼 ラ1ア ン

ギナ」ト考 ヘ タ ル ニ、13日38度7分 、 咳 漱 喀 痕 増 加

シ、14日 喀 褒 中 二少 量 ノ血 液 ヲ混 セル ラ以 テ、16日

「レ ン トゲ ン」椀〔査 ヲナ ス ニ(第21圖)右 腕F『1音Q陰影 著

明 二機 大 シ中 野 二於 テ ・・外 側 二向 ヒ 漸 次 減 弱 スル限

界 不 鮮 明 ナ ル約 三 横 指 幅 ノ陰 影 ヲ認 メラ レ、同 日入院

ス.入 院 後 殆 ソ ド無熱 ナ リ.21日 即5日 後 ノ「レ ンi

第21岡 第9例 ■A9月16日

布 中野 及肺門浸潤
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第22岡 第9例 ■B9月21日

5日 後(浸i潤 著 シ ク清 失)

ゲ ン」検 査 二於 テ ノ・(第22圖)既 二肺 内 陰 影 ・・著 シ〃

吸 攻 セ ラL、25日 即9日 後 二 ・・肺 門 部 陰 影 若 干 振 大

セ 〃以 外殆 ン ド正 常 トナ リ(第23固)10月5日(19日

後 ノニ ・・全 ク正 常 トナt/リ 。 赤 沈 速 度1時 間 値9月17

日57粍 、21日23粍 、25日21粍 、10月2日8寿 毛 ト

ナ レ リ。 喀 褒 ハ18日 迄 ハ1日 量70-60ii,23日 迄

・・38-15武 、 ソ ノ後10月1日 迄]5-7瓦 ニ ンテ、

10月2日 以 後 ・・5瓦 以 下 ナ ウ。 喀:疾 中 二結 核 菌 及揮

力繊 維 ナ シ、 血 液 像9月17日 白血 球 籔7100、 中 性 桿・

状 核 白血 球4%同 分 裂 核64.5%「 工 才 ジノ」嗜 好 白血

球0,5%大 軍 核 細 胞 及 移 行 型1.5%鞭 基 嗜 好 白血 球

LO%淋 巴 球28.5/ナ リ。糞 便 中 二寄 生 描 卵 ナ ン。

本 例 ノ、從 來 健 康 ナ リ シモ ノ が 突 然 「ア ン ギ ナ」様

ノ症 駄 テ 呈 シ、 自 ラ モ 「ア ン ギ ナ 」 卜者 ヘ ヰ タ ル

ニ1佃 突 出 デ タ ル ラ 以 テ 「レ ン トゲ ン」検 査 ヲ ナ

シ、 右 中 野 及 肺 門 部 二 鹿 沢 ナ ル 陰 影 テ瑳 見 シ タ

ル モ ノ 三 シ テ 間 ・モ ナ ク下 熱 シ、 入 院 後 喀 淡 次 第

二 減 少 シ、 赤 沈 速 度 遅 延 シ來 リ、 「レ ン トゲ ン」

第23圖 第9例 ■cg月25日

9日 後G豊 潤消 失)

第91列 一30歳

陽 17 '訂 19 〃 21 22 ～3 24 2∫ z` 27 28 29 30 牧 ～ 3 4 5 6 7

τ

4∬

40

」9

38

即

36

35

1

I
l1l

lil

、

一 一 一

群
一

い

唱
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齢
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1
1

噂 覆` 72 6∫ 67」.アδ 〃 15 '5 23 7 '5 ノ3 〃 '3 '5 'z 'o ∫ ∫ 」 2 2
結'`的 一

1
曹 一 一

赤慌是度 571 ～3 z' '6 8 伽'o

体 重ぐ駈9 1 5義5 1 認剣

像 二於 テ モ、5日 後 一 八虹 二 上記 ノ陰 影 著 シク

消 失 シ、9日 後 一於 テハ殆 ン ド正 常 トtリ 、79

日後 一 ハ全 ク健 康膿 トナ レ・・モ ・ナ1, 。

以 上 ノ経 過 ニ ヨ レ バ 本例 バー 過 性 肺 浸潤 ナ ル

ガ、 本 例 二・・白illL球増 多症 無 ク、 「クル.プ 」性

肺 炎 、 不 定型 肺 炎 、 「Tン フル エ ンザ」肺 炎蚊

二寄 生轟 肺 炎、 ソ ノ他 ノ「ア レル ギー 」性 肺 浸 潤
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テ承認 スベ キ板 縁 ナ シ。 木 例 が非 特 殊 性 肺 炎 ナ

リヤ、 結 核 性 浸潤 ナ リヤ ニ就 テ ハ何 レモ之 テ断

定 スル ニ足 ル確 實 ノ讃 檬 ナ シ。Kellnerガ 不 定

型 肺 炎 ト構 シ、Boytinckガ 非特 殊 性 肺 炎 ト構

スル モ ノハ本例 ノ如 キ モ ノナル ベ シ ト考 ヘ ラル

ル モ,扁 桃 腺 炎 ノ存 在 等 ハ氏 等 ノ ィ フ程 非特 殊

性 ノ根豫 トノ、ナ シ難 キ モ ノナ リ。 本 例 ノ如 キ モ

ノニ封 シテハ ソ ノ本態 確 定 ハ殆 ン ド不 可能 二近

シ ト難 モ、 ソ ノ治 療 二野 シテノ・コ レが結 核性 ナ

リ トモ後 年 悔 テ ノ コサ ザ ル檬 注 意 λベ キ モ ノナ

ル ヲ以 テ、 本初 ハ ソ ノ後2ケ 月 間過 激 ナ ル運 動

及 強 ク日光 二曝 サ ル ・事 テ避 ケ シメ タ リ。 而 シ

テ此 ノ間 赤 沈速 度 ハ常 二正常 値 ヲ示 セ リ。 本 例

ハ ソ ノ後 金 ク健 康 ナ ル生 活 ヲ爲 シツ ・ア リ
。

第10例 ■■14歳 中畢 生(第24.第25圖)

約10年 前母が肋膜 炎二罹 レル以外結核 ノ遺徳 関係 ナ

久 學校 同級 生ニモ肺結 核患者ナ シ。"召和11年 秋贔

様突起 炎 ノ手術 ヲ受 ケシ以外全 グ 健康 ナ リシガ、昭

和12年7月13日 頃 ヨリ時 々頭痛 ヲ訴へ元気 ナ久 倦

怠感 アIDイ フ。15日 盟温 ヲ測 定 セ ル ニ37度5分

ア リ、17日 ヨリ咳漱及少量 ノ喀疾 ア リ。 某醤 ヨ リ肺

第24岡 麓10例 ■A10月19日

逢瀬 ・...

欝 欝1

麗

縛灘

右 中野側方浸潤

門淋 巴腺 結 核 ヲ疑 ノ・レ、 診 断確 定 ノタ メ19日 當 内科

外 來 診 察 所 ヲ訪 レタ リ。 右 側前 下 部 一 呼 気 延 長 ア リ

テ少 量 ノ「ラ.ソセル 」ヲ到感取 シ、 右 背 下部 ハ第 七 胸 椎 位

以 下 二軽 度 ノ濁 音 ア リテ呼 吸 音 細 裂 ナ リ.同 日'vソ

rゲ ソ」検 査 ヲ行 フ ゴ 第24圖 ＼右 中野 側 方 三 鷹 卵 大

ニ シテ上:方 ノ境 界 ・・葉 端 二於 テ 明瞭 ナ ル モ 他部 ノ境

界 ノ・不鮮 明 ナ ル 陰 影 ア リテ、 ソ ノ 他 第 三 肋 間 二 米 粒

大 ノ石 炭 竃 ア リ、 且 右 肺 門 稻 く概 大 ス。 安 静 臥脈 ヲ

命 ジタル ニ10月27日 以後 全 〃ZF熱rナ リ、 咳 漱 喀

疾 減 少 シ、11月5日 以 後 「ラッセ ル」ナ グ、1咳漱 喀 疾 ナ

シ、 而 シテ11月10日(22日 後)二 行 ヒ タル 「レ ン トゲ

ン」検 査 二於 テ ノ・(第25圖)上 記 ノ 陰 影全 〃消 失 シ只

前 記 ノ石 灰竈 ヲ 鰻 ス ノ ミhナ リ、 肺 門 陰 影 マ タ正 常

ナ リ.千 倍稀 繹 「ツ ベル ク リン」液 ヲ用 ヒ テ 行 ヘル 皮

内 反慮 ノ、紅 斑2,8-2.Ocmニ シテ 中心 二水 泡 形成 ア リ。

喀 疾 中 ノ結 核 菌 、弾 力繊 維 陰 性,肺 炎 堕 球 菌 ナ シ。赤

沈 速 度1時 間 値10月19日34粍 、27日32粍 、5日

11粍 ナ リ。

本 例 ハ 頭 痛 、 微 熱 、 倦 怠 感 等 感 冒 様 症 状 テ 以 テ

始 マ レル ー 過 性 肺 浸 潤 ナ リ。 本 例 二於 テ.「 レ ン

トゲ ン」像 二 浸 潤 中 二米 粒 大 ノ 石 灰 竈 テ 認 メ タ

ル事 、 及 千 倍 稀 澤 「ツ ベ ル ク リ ン」液 ニ ヨ ル 「マ

ン ツ ー 」 反 癒 二 際 シ水 泡 形 成 テ ナ シテ 彊 陽 性 ナ

第25圖 第10例 一BII月10日

卿
メ繕

譲

.滋1

`舞
・・

22日 後(浸 潤消 失)
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第26圖 第11例 ■A8月13日

右下野及肺門浸潤

リ シ難 ハ、 木 浸 潤 が善 結 核 性 病 竃 ノ再 燃 ニ ヨ リ

テ 生 シ タル モ ノナ ル コ トテ思 ノ、シ ム。 本 浸 潤 ハ

221]後{11月10i1,ノ 検 査 二於 テ 消 失 シ居 タ レ

ドモ 上 述 ノ理 由 ニ ヨ リ結 核 ト關 係 ア リ ト認 メ タ

ル テ以 テ ユ月 初 旬 迄 快 晴 休 養 セ シ ム ル 事 ト爲 セ

リ.

第11例 ■29歳 男 子 躊 師(第26,第27圏)

肺 結 核 ・遺 傳 關 係 ナ ク從 來 健 康 ナ リシ ガ、 昭 和11年

r月 初、 登 山 シタル ニ 蹄 宅 後 倦 怠感 強 シ。 叉 ソ ノ後

憂 二過 労 セ リ。8月11日 感 冒 感 ヲ件 ヒ咽 頭痛 ト扁桃

腺 獲 赤 ヲ來 セ リ。13日 胸 痛 、 咳 漱 及 喀 疲 ノ出 現 ヲ見

〃 ル 爲 メ、「レン トゲ ン」撮 影 ヲ行 ヒ タル ニ(第26晦D、

右 腕 下 野 二於 テ心 臓 二接 ンタ ル部 分 二 境 界 不 魚手明 ナ

ル 陰 影 ヲ認 ム。 打 診 上 濁 音 ヲ説 明 シ得 ザ ル モ 、嘉 診 上

コ ノ部 二 ・・呼 氣 延長 ア リテ 多数 ノ中 等大 ノ 「ラッセル 」

ア、リ。 叉 笛 音 及 摩 擦 音 モ少 シ ク混 在 セ リ。 髄 温38度

5分 、 赤 沈 速 度1時 間 値47粍 ナ リ。 安 静 ヲ命 ジタル

ニ8月20日 コ リ咳 漱 喀 疾 清 失 シ、22日 ヨ リ2F熱 トナ

リ、 「ラッセ ル」及 摩 擦 音 溝 失 シ呼 吸音 正 常 トナ レ・リ。

26日 二再 ビ 「V/Cゲ ソ..検査 ヲ行 フニ(第27圃)前 言己

第27岡 第11例 ■B8月26日

13日 後(浸 潤 殆 ソ ド消 失 セ ル モ血 管 影 向 不 規 則 ナll)

ノ異 常陰 影 殆 ソ ド消 失 セIl.之13日 後 ナ リ.同 日 ノ

赤 沈 速 度35粍 、31日18粍 ニ シ テ、911末 二 ・・2粍

rナ レ リ.喀 湊 申結 核 菌、 弾 力繊 維 陰 性 、 肺 炎墜 球

菌 ナ シ。

想 到 ハ登 山 及 過 熱 後 扁 桃 腺 炎t同 時 二 右 肺 下 野

ニ 一 過 性 肺 浸 潤 ヲ來 タ セ ル モ ノ ー シ テ 、 最 初 ・・

乾 性 肋 膜 炎 テ合 併 シ、 赤 沈 速 度 モ 明 カ ニ 促 進 シ

タ レ ドモ、13日 そ表 二 八 浸 押目全 ク吸 耶(セ ラ レ、街

他 ノ病 的 症 状 モ 速 ヵ 二 消 失 セ ル 例 ナ リ.本 割 二

於 ケ ル 一 過 性 浸 潤 ・・過 熱 三 三 リ身 膿 ノ抵 抗 力 減

退 セ ル 爲 萬 結 核 病 竈 ノ再 燃 ニ ヨ リ生 ジ タ ル モ ノ

ナ ・レベ シ ト想 像 セ ラ ル ・ モ 、 他 ノ原 因 轟 ヨ ル モ

ノ テ否 定 ス ル ・`1¥ハ困 難 ナ リ。

第12例 ■19歳 女 畢 生(第28,第29圖)

貧1飢 ヲ主 訴 トセ ル 女學 生 ニ シテ胸 部 二 理 學 的 所 見 ナ

シ。(昭 和11年121]5日 「レ ン トゲ ン」1検査 ヲ行 フニ

(第28岡)右 鎖 骨 下 内 側部 二鶏 卵 大 ノ略 く固 形 ナ ル境

界 梢 く不 鮮 明 ノ陰 影 ア リシ が、 単 二 安 静 ヲ 守 りタ ル

/ミ 乙 テ18日 後(23日)ノ 再 検 査 時 ニ ノ・(第29圖)既

二完 全 二消 失 セ ル ヲ ミタ リ。 赤 沈 速 度12月6日1時
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第28圖 第12伽1■A12∬15日

、.遜 凱

右_ヒ野 内方 ノミ豊潤

第29岡 第12例 ■BI2月23日

.〆畷 鼠

18日 後(浸 潤消 失)

間1直8粍 、4L日5粍 ナ リ。

本 例 二於 ケル固 形 浸潤 ・・一 過 性 浸潤 ノ経 過 テ示

シ テ清 失 セ リ。 而 シテ コ ノ浸潤 ノ本態 如 何 ニ ツ

キ テハ結 核 性 ナ ル ヤ、 非結 核 性 ナル や判 定 シ難

シ。

第13例 ■27歳 本 學 法 學 音K畢 生(第30,第31

圖)ふ.

従 来 健 康 ナ ル畢 生 ニ シテ、 何 等 ノ 自量 的 症 状 ナ 〃、

就 職 ノ爲 昭 和11年11月20日 健 康 診 斯 ユ際 シ 「レ ン

トゲ ン」像 二(第30圃)右 肺 上 野 下 部 ノ 側 方 二小 手 掌

大 ノ陰 影 ヲ 偶 然 登 見 セ ラ レタ ル モ ノニ シテ、 ∴'担 的

所 見 ヲ鉄 キ、 赤 沈 速 度7粍 、 且 無 熱 ナ リ。 然 〃 一12

月4日 二至 リ(14日 後)上 記 ノ 陰 影 既 二 清 失 シ 贋II

ζ第31一 圖1赤 沈 速 度3粍rナvり.

水 捌 ノー 過 性 浸 潤 ノ、果 シ テ結 核 性 ナ リ や 非 結 核

性 ナ ル ヤ ハ 判 定 困 難 チ リ.唯 興 味 ア ル ハ全 ク」ド

白昼 ナ ル學 生 ニ シ テ、 且 理 學 的 所 見 テ モ欲 如7,

ル モ ノ ニ 偶 然 登 見 セ ル 事 ニ シ テ、 コ ノ、カ ・ル ー

過 性 肺 浸 潤 ガ、 現 在 世 人 ノ知 ル 以 上 二数 多 ア ル

ベ キ 事 テ示 ス ト共 二
、 本 浸 潤 が 近 々 エ4日 以 内

二il決 シタ ル 事 ・・健 康 診 断 二 「レ ン トゲ ン 撮 影

テ 行 フ ニ 際 シ テ ノ、、 常 談 「レ ン トゲ ン」像 力"補翼人

勝 來 ノ健 康 上 如 何 ナ ル 意 義 テ 有 ス ル カ ヲ熟 慮 ス

ベ キ 事 テ示 ス モ ノナ リ
。

第30国 策13例 一A11月20日

霧雛

,魂 『

上野下部側方ミ豊潤
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第31圖 第13例 一B12月4日

櫨1≧

1↓日後 「浸1潤消 失 ㌧

第19例 ■45歳 男 子 銀 行 員(第32,第33囲)

肺 結 核 ノ遺 傳 關 係 無 〃、結 核 性 疾 患 ノ既 往症 無 シ。中

學3年 頃 ヨ11春 秋 気 候 ノ攣 り目 二氣F枝 喘 息 ノ豊 作 ア

Ilテ 時 ニ グノヒ∠ .マ ン氏 螺 旋 髄 ヲ喀 出 セ シ事 ア リ、殆

ソ ド今 日 二重 ル 迄 毎 年 之 ヲ繰 り返 ヘ シ、種 々 ノ薬 剤 ヲ

用 フル モ 爾 根 治 セ ズ。 最 近 ・・昭 和12年9月 末 ヨ リ、

10月 下 旬迄 織 綾 シ就 中10月 中旬 二殊 二激 烈 ナ リシモ當

時 胸 痛 及 登 熱 ナ シ。11月20日 頃 ヨ リ38度 前 後 ノ螢

熱 ア リ、 次1第 二 呼 吸 困 難 、胸 痛 、咳 漱 ヲ來 タ シ、漸 次 増'

悪 セ リ、 更 二全 身 倦 怠 感 強 ク シテ從 來 ノ 喘 息 豊 作 ト

異 ナ レル感 ア リ シモ事 務 ヲ綴 織 セ リ.1D月27日 來 院

ス 。 盤 温38度.呼 吸 困 難 無 〃、 「チ ア ノー ゼ」無 シ。

雨 肺 ・・打 診 上紙 匠音 ヲ 呈 ス ル モ 左 腕 上 部 ・・前 面 背面

共 多 少 鼓 音 ノ傾 向 ヲnnブ 。 」又右 前 下部 二 八 呼 気 延長

ア リテ 多数 ノ「ギー メ ソ」笛 聲及 中等大 ノ 水 泡 音 ヲ聴

取 ス 。 叉 左 肺 上部 ニ ハ 呼 吸音 稚;弱 ク、 「ギ ー メ ソ」
ロ

及 水 泡 音 ト共 二肋 膜 摩 擦 音 ア リ。 赤 沈 速 度84粍 、 喀

疲 ニ ノ・シヤル コ ー ラ ィデ ソ氏結 晶 ノ・鉄 如 セル モ、少 数

ノ「エ ォ ジ ソ」嗜 好 細 胞 ヲ認 ム。 結 核 菌 、強 力繊 維 及 師

弟32国 策14例 一A11∫127日

右中野及肺門浸潤有待獲性気胸

第33圖 第14例 一B12」 ↓日

一ド

.

7日 後

炎些 球 菌 ノ・何 レ モ 陰 性 ナ リ。 「レソrゲ ソ」検 査 ヲ行

フニ(第32圖)喘 息 二履 く ミ ラル ・横 隔 膜 下 方 移 動 心

臓 陰 影 縮 小 、 肺 魚腫 以 外 二左 側 二 特 撰 性 気 胸 ア リ。

叉 右 側 ニ ハ肺 門部 ヨ リ下 野 ノ上 部 二 向 ツテ廣 汎 ナル

暗 く李 等 ノ陰 影 ア リテ 上 界 ハ 右 下葉 上 縁 二終 ル モ外
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側方及 下方 ハ境界不鮮明ナ リ。3日 後下熱 シ、咳漱喀

疾 胸痛次第 二減少 シ7日 後(12月4日)ニ ノ・右側ノ・呼

吸音正常 ニ シテ「ラッセル」既 二消失 シ、左側上部 ・・呼

吸音尚稽 く微弱 ニ シテ少数 ノ 中等大水泡音 ヲ聴取 ス

ル ノミ,=シ テ「vソ トゲソ」検査 ヲ行 フニ(第33圖)左

側特駿性 氣胸 ノ大部 分吸牧サ レシ ト共二、右側 二於

テ・・上記 ノ異常陰影 ・・全 ク 消 失 シヰタ リ。 赤沈速度

12月4日96粍 、11日40粍 、 「ツベル ク リソ」千倍稀

繹液 ヲ以テ行 ヒタル皮 内反晦 ・・2.0-2.Ocmナ リ。

本 例 ノ・從 來 毎 年 氣 管 枝 喘 息 二罹 リ本年 モ9月 末

ヨ リ10月 末迄 登 作 テ繰 リ返 ヘ シ タル 結 核 性 疾

患 テ知 ラザ ル者 ガ11月 中旬 突 然 高 熱 ラ生 ジ、胸

痛 、 倦 怠感 ガ從 來 ノ喘 息 登 作 ト異 ル爲 二診 テ求

メ、 左 側 ノ特 獲 性氣 胸 ト右側 ノ肺 門及 下野 上部

ノ廣 汎 ナ ル浸 潤 ラ登 見 セ ラ レタ ル モ、撒 日後 二

症 状 輕 快 シ、7日後 ノ「レ ン トグ ン」検 査 二於 テ既

二 左側 特 瑳 性 氣 胸 ノ著 シ ク吸牧 セ ラ レ、 同 時 二

右 側 ノ廣 汎 ナル浸 潤 モ全 ク吸牧 セ ラ レタ ル モ ノ

ナ リ。

第2章

本 例 二於 ケ ル右 側 ノー 過 性 肺 浸 潤 ガ如何 ナ ル性

質 ノモ ノナ ル カ ノ判 定 ノ・極 メ テ困難 ナ リ。 有 熱

ニ モ カ ・ノ・ラズ勤 務 セ シ事 、 及 一般 症 状 ノ輕 度

ナリシ事 ハ 「クル ッ プ」性肺 炎 、「イ ン フル エ ンザ 」

肺 炎 トー 致 セズ。 叉 氣 管 枝 喘 息 ニー 過 性 二清 失

ス ル肺 陰 影 ヲ示 ス事 ノ・Zdansky等 ノ記 載 ア リ、

又Brauningノ ・部 分 的 喘 息(PartiellesAsthma)

ト考 ヘ ラル ・例 テ報 告 シ、 喘 息 時 二腫 脹 セル氣

管 支粘 膜 腫 脹 二起 因 スル 「アテ レク ター ゼ」モ考

ヘ ラル ・モ、 本例 二於 ケル登 熱 テ伴 ヘ ル肺 浸 潤

ガ結 核 性 タル事 モ亦 可 能 ニ シテ少 ク トモ之 テ否

定 シ難 シ。 更 二左側 ノ特 登 性氣 胸 ガ肺 ノ結 核 性

病攣 ニ ヨ リタ ル モ ノナ ル カ、或 ハ他 ノ原 因 一 ヨ

リ タル モ ノナ ル カノ・決 定 困 難 ナ リ。 肺 炎 墜 球 菌

テ喀 疾 中 二謹 明 セ ザ ル テ以 テ所 謂 不 定 型 肺 炎 ノ・

否 定 シ得 ベ シ ト難 モ、他 ノ非 特 殊 性 肺 炎 二封 シ

テ ノ・之 テ肯 定 スベ キ謹 ナ ク、 要 之 、 本 例 ノー 過

性 浸 潤 ノ・ソ ノ原 因 不 明 ナ リ ト爲 ス テ可 トスベ

シo

総括虹.=考 按

以 上14例 二於 ケル肺 浸 潤 ノ・ソ ノ迅 速 二 吸 牧 セ

ラ レタル事 諸 家 ノ所 謂 一過 性 肺 浸 潤 ト シテ報 告

セル モ ノニー 致 ス.著 者 ノ例 二於 ケル浸 潤 消失

期 間 ノ・最 短7日 以 内1例 最長27日 以 内1例 ニ

シテ、9日 、10日 、11日 、12日 及14日 ノモ ノ各

1例b13日 、17日 、18日 ノ モ ノ各2例 、22日 ノ

モ ノ1例 ニ シテ即過 牛 撒 ノ・2週 間以 内 二吸 牧 テ

認 メ タ リ。 病 竈 位 置 ノ・右 側12例 左側2例 ニ シテ

右 上野 又 ノ・中野 ノモ ノ8例 テ占 ム。

季 節 的 關係 ノ・L6fHerノ ・5-9月 二多 ク 刺 戟 テ

ウ ケ ヤ ス キ爲 ト述 ベ タ リ。著 者 ノ例 ニ テノ・1-3

第1表 肺浸潤 ノ位置

左
右 位 置 例

数

悸 野
中

3

右

側

野 2 レ

中 野 及 肺 門 3

下 野 2

下 野 及 肺 門 2

左
側

中 野 及 下 野 1　

下 野 及 肺 門 1

月 一ノ・1例 モ無 ク5月 二5例 ラ見 タ ル以 外 ハ 毎

月1又 ハ2例 テ見 タ リ。

第2表 一 過 性 肺 浸 潤 初 期 症 状

噛 性
男

一男

一女

一男

一男

21

一
24

一
20

}
26

一
30

1

一
2

一
3

一
4

一
5

職業

學 生

學 生

學 生

馨 師

瀬

遺傳關係

ナ シ

ナ シ

ナ シ

濃 厚

ナ シ

全 身 症 状

扁桃腺炎後倦怠

高 熱 倦 怠

感 冒感、食慾不振

悪感高熱、咽頭痛

咳 漱、頭 痛

燈温

38.0

39.0

39.0

40.0

37.2

血 沈
mmlst

40

31

53

24

55

喀 疾1的 劇1打 診 聴 診 所 見

508400

100(血)6400

39000

65(血 ⊃8100

20(血)12300

輕 度 濁 音 ト多 数 ノ「ラッセル 」

輕 濁 音 ト多 鍛 ノ 「ラッセル 」

濁 音 ナ シ、 多 数 ノ捻 髪 音

濁 音 ナ シ、 少 量 ノ 「ラヴセル 」

輕 度 ノ濁 音 ト少 数 ノ捻 髪 音
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6 60 男曾 侶 ナ シ 腎孟 炎ニテ入院 38.8 51i25 7700 殆 ソ ドナ シ

7 32 男馨 師 ナ シ 感 冒感、倦 怠感 37.4 108 少 量 濁 音 ナ シ、少 量 ノ「ラッセル 」

8
[

9

21
一

30

男
一

男

學 生
『
ナ シ 胃 障 碍 無熱 6 ナ シ 輕 度 ノ濁 音 、でラッセル 」ナ シ

醤 師 ナ シ 頭 痛、咽 頭 痛 38.5 57 70(血) 7100 輕 度 ノ濁 音 、「ラッセル 」ナ シ

§
昌

藝
451男

男
一

男
一

女
一

男
「

學 生母二肋膜炎 頭 痛 、倦 怠 37.3 34 少 量 輕 度 ノ濁 音 、少 倣 ノ「ラッセル 」

腰 師 ナ シ 感 冒感、 疲勢感 38.5 47 少 量 濁 音 ナ シ、少 激 ノ「ラッセル 」

學 生 不 明 貧 血 無熱 8 ナ シ ナ シ

學 生 不 明 燈格検査二登見 無熱 7 ナ シ ナ シ

銀行家 ナ シ
胸痛、 倦怠、呼
吸困難

(特雲 性氣胸合併)

38.0 84 多 量 濁 音 ナ〃多藪 「ラッセル」
他側 ・・特登性 氣胸

第3表 一過性肺浸潤b季 節 トノ關係

月

1

一

月

二

月

三

月

四

月

五

月

六

月

七

月

入

月

九

月

1

十

月

士
月

十
二

月

例 数 ナ シ ナ シ ナ シ1 3 1 1 2
　

1}2 2 1

患 者 性 別 ノ、男12例 、 女2例 ナ リ.

結 核 ノ遺 傳 的 關係 テ有 ス ル者 ノ・1例 二過 ギ ズ。

省 他 ノ1例 ノ・母 ガ 肋 膜 炎 二 罹 リタ ル 家 族 歴 ア

リ^

職 業 ノ・學 生7名 、 醤 師4名 、銀 行 會肚 員2名 、曾

侶1名 ナ リ。 一 過 性 肺 浸 潤 ガ結 核 二曝 露 スル者

二多 キ事 、結 核 罹 患 者 ノ家 族 二多 キ事 ノ・L6ffler,

Leitner等 ノ記 載 セ シ所 ナ レ ドモ、 余 ノ例 中 二

學 生 及 轡 師 多 キ事 ハ コ レ ト同意 義 ニ ノ・解 シ難 ク

寧 ロ大 學 附属 轡 院 二於 テ ハ醤 師 及 學 生 ガ風 邪 二

罹 リタ ル場 合 ニ コ レテ精 査 セ ル機 會多 ク、 ソ ノ

結 果 トシ テー 過 性 肺 浸 潤 ヲ襲 見 スル事 モ 多 キ モ

ノ ト思 考 セ ラル。 若 シ他 ノ職 業 二從 事 ス ル モ ノ

ニ封 シテ モ風 邪 二罹 リタル場 合 同檬 二精 査 シ且

「レ ン トゲ ン」検 査 テ行 ヒ タ リ トセ バー 過 性 肺 浸

潤 ノ登 見 率 ハ意 外 二 多 キ モ ノナル ベ シ ト想像 セ

ラル。

年 齢 的 關 係 ニ ッ キL6merノ ・12歳 乃 至30歳i二

見 ル ト述 べLeitnerノ 、15歳 以 下 二之 テ 見 ル事

ナ ク、 肺 組 織 ガ「ア レル ギー 」反 磨 テ示 ス ニ青 年

期 トナ リ、 膿 液 性 ノ感 受 性 ラ獲 得 ス ル必 要 ア リ

ト述 ベ タ リ。 余 ノ例 二於 テノ・最 高60歳 、 最 低

14歳 ニ シテ各1例 ナ リ。 ソ ノ他45歳 ノ1例 テ

除 ケ バ11例 ノ・悉 ク19歳 乃 至32歳 ナ リn

襲 病 ハ高 熱 ラ以 テ始 マ リ シモ ノ8例 、 微 熱3例

ニ シテ無 熱 ノ モ ノ3例 ナ リ.無 熱 者 中1例 ハ 胃

腸 障 碍 テ訴 へ、1例 ノ・貧 血 テ訴 へ 他 ノ1例 ノ・

身 禮 検 査 二於 テ偶然 褒 見 セ ラ レ タル モ ノナ リ。

但 、 是 等 ノ例 ノ・眞 二無 熱 ナ リ シモ ノカ、 或 ノ・來

院 前 不 知 ノ間 二経 過 セ ル有 熱 期 間 ア リ シカ ノ・不

明 ナ リ.

爽 病 ガ非 特 殊 性 疾 患 二 件 プ1け ル ノ・Lydtin,

Boytinck,LeitnerB1sk,Hager,Kellner等

ガ扁 桃 腺 炎、 耳 下腺 炎後 等 二駿 生 シタル ラ報 ジ

タル所 ニ シテ、著 者 ノ14例 中5例 ハ 登 病 當初

ハ扁 桃 腺 炎 ノ症 状 テ示 シ、1例 ノ・腎 孟 炎 二併 爽

シ、1例 ハ特 獲 性 氣 胸 テ合 併 セ リ。

當 初 ノ患 者 ノ圭訴 中最 モ多 キ ノ・感 冒感 ニ シテ7

例 二之 テ見、5例 二咽 頭痛 ノ訴 ヘ ア リ。

第5例 以外 ニノ・咳噺 、 胸 痛 、 肩 緊 張 感 等 テ圭 訴

トセル モ ノナ キ ノ・診 断 上 注 意 テ 要 入 ル 事 頂 ナ

ノレベ シo

登 病 時 二於 テ高熱 ラ示 セ ル 者 モ 皆 速 カ ー 下 熱

シ、 爾飴 ノ経 過 二於 テ ノ・全 身症 状 一般 二輕 微 ニ

シテ食 慾 不 振 、 叉 ノ・睡 眼 障 碍 テ作 ヒ シモ ノ第2,

第3,第4及 第8例 ノ4例 二過 ギ ズ。 ソ ノ他 殆 ン

ド特 別 ノ訴 ヘ ナ シ。

咳漱 喀疾 ラ訴 ヘ シ者11例 ア リ テ 血疲 ラ 出 セル

者4例 ナ リ。 喀 疾 量 ノ・11例 中4例 ノ・少 量 ナ ル

モ、 最 高1日 量100瓦 以 上 ノモ ノモ ア リ。 結 核
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第4表 當初 ノ圭訴

例 圭 訴

・隣櫛 辮 嬰灘 頭徹熱
21高 熱、倦 怠感及少量喀疾

31感1げ 感、咽豆頁痛、 熱弓菱
　 コド　 へ 　 　　

一.一 一1頭 痛 ・i翌寒 ・ 蟹 票・ 高 熱 ・』塵 頁痛

5!咳 漱 、 頭 痛 、 感 冒

6'「 腎孟炎 ニテ入院 ノ藤蚕見一

___」

8

7「 感 冒感マー倦怠感

康 慾不振、胃膨滞　　　 　　 へ 　

9咽 頭痛 、嚥 下 痛 、 頭 痛

10r頭 痛 、 倦 怠感 、 微 熱
一_1

11

12

13

14

燈 山後 ∠f御 感 ±感 冒.咽頭チ帝

i貧 血

就職時健康診噺 「レ」槍査 ニテ登見

熱壁、咳漱及胸痛(反 野側特獲氣胸)

.第5表 喀疲所見

例(窒雛,

1150-20
…
2

㎝
3

一
4

一
至

6

一
7

一8

一9

一
10

}11

一
12

一
13

一
14

100--80

3-1

98--65

20-一 一13

血 疾

ナ シ

倣 日少届:

ナ シ

少 量

少 量

25-15ナ

生 引 ナ

売一訓

シ

シ

ナ シ

極 ノテ少量

少W:iナ シ

孟

シ

」
ー少

ナ

シナ

シ

シ

ナ

ナ
へ

多 量

ナ シ

ナ シ

1結核菌 墜球菌

[

(・一)

(一)

(一)

)一(

)一(

O
㎜O

)
一(

)
一(

)
一(

)一(

(一)

(一)

(一)

少

相當多量

て=、 一

多 籔

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

清 失 時

第3週

第4週 爾少量

第4週

第4週 桔沙 量

第

第4週 爾不髪

藪

第
一笙

第

ゴ
菌 及 暉 力 繊 維 ・・全 例 トモ撒 同精 査 セ ル モ総 ベ テ

陰 性 ナ リ。 肺 炎墜 球 菌 テ喀疾 中 二多少 ニ カ ・ノ・

ラズ謹 明 シタ ルモ ノ3例 ナ リ.喀 疾 性 月犬ハ最 初

ノ・粘 稠 帯 黄 色 ノ 膿性 粘 液 疾 テ 示 ス モ ノ多 シ
。

Engelガ 榿 黄 色 ニ シテ細胞 数 少 キモ ノテ特 有 ト

ナ セル ・・Steigerハ 之 テ 否定 シSteigerノ ・寧

ロ ロ内雑 菌 ノ多 キ テ特 有 トナ セ リ。 又Zadek,

Birku・HagerVajdaノ ・結 核 菌 陽 性例 テ ミ
、

Steigerノ ・「エ オ ジ ン」嗜 好 細胞 ・・喀 疾 中 二謹 明

セ ズ トィヘ リ。 而 シテ著 者 ノ 例 中歎 十 年 來 氣

第3週i

管 枝 喘 息 ノ既往 症 テ 有 セ シ第14例 一 ・・喀 疲 中

二少 撒 ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 テ認 メ タ リ
。 ソ ノ

他 ノ例 二於 テ ハ コ ノ貼 ニ ッキ特 別 ノ注 意 テ彿 ハ

ザ リ シモ新 鮮 標 本検 査 二際 シ特 二注 目 テ惹 ク程

ノ「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞増 加 テ來 シタル例 ナ シ
。

赤 沈 速 度 ノ・1時 間値50粍 以 上 二 促 進 セル モ ノ

6例 、10粍 乃 至50粍 迄 ノモ ノ5例 ニ シテ10粍

以 下 ノモ ノ3例 ナ リ。 赤 沈 速 度 ノ促 進 ノ・肺 浸 潤

ノ吸牧 セ ラル ・ ト共 二 漸 次 減 退 ス レ ドモ
、 「レ

ン トゲ ン」像 二浸 潤 清 失 セ シ後 モ爾 暫 ク 促 進 シ

第6表 血 液 白 血 球 像 所 見

番 號

第1例

第2例

第3例

第4例

第5例

第6例

第9例

時

22/VI

81V皿

16/Vll

15/Vll

24/V皿

101V

1/XI

101XI

25/V

10!VI

lIVI

17/IX

白血球 数

8400

54CO

5760

6400

5700

9000

8100

7400

12300

5500

7700

7100

中 性

桿 状 核(
%)

0

2

0.5

9.2

4.4

性
核

)

裂

%

中
分
(

あ63

「工才 ジ 伏 軍核 白

ソ」 嗜好 血 球及移

性(%)1行 型(%)

37.6

51.0

5.0

12.4

1.5

62.8

60.0

」 ・8165・2

1.0160.0

1.560.0

7.2

4.8

33.5

4.0

67.2

33.6

45.0

64.5

15。2

13.0

4.8

0.5

1.5

0

4.0

0.5

0.5

淋巴球
(%)

3.027.5

4.838.8

5.541,0

6.・16.・

4.4115.6

4.024.4

3.534。4

5.032.0

4.018.4

3.253.6

7.011・.0

1.528.5

ソ ノ 他

(%)

「プ ラ ス マ 」1
.0

鞭 基 性0.4

鞭 基 性0.4

「プ ラ ス マ」0 .8

聴 基 性1.6

骨 髄 細 胞0.8

』 一
「プ ラ ス マ 」3 .2

鞭 基 性0.8一

聴 基 性1.0
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居 ル テ常 ト シ、 殊 二第14例 二於 テ ノ・浸 潤 登 見

時84粍 ニ シ テ消 失 後 一 時 却 ツ テj曾進 シ96粍 テ

示 シソ ノ後 次 第 二正 常 値 二復 露 セ リ。

血液 所 見 ノ・検 査 テ行 ヒ タル7例 中唯1例(第5

例)二 於 テノ・入 院 時 白血 球 撒12300ラ 示 セ シモ、

爾 饒 ノ例 二於 テノ・白血 球 檜 多 症 ナ シ。 中 性 白血

球 ノ核 形 左 方 推 移 テ示 セル モ ノ3例 、大 軍核 細

胞 及 移 行 型 ノ檜 加傾 向 アル モ ノ1例(第6例)、

「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞檜 加 テ示 セル モ ノノ・2例 一

シテ、 夫 々12.4%、15.3%テ 示 セ リ。 是 等 「エ

オ ジ ン」嗜 好 細 胞増 加 テ 示 セル 例 ノ糞 便 ニ ノ・寄

生 贔 卵 テ護 明 セズ。

淋 巴球 ノ・病 初 二於 テ ノ・屡 ヒ減 少 シ浸潤 吸 牧後 増

加 スル 傾 向 ア リテ第5例 ノ・吸 牧 後53.6%二 及 ベ

リ。 ソ ノ他 「プ ラ スマ」細 胞 出現3例 、 盤 基 嗜 好

細 胞 出現3例 、 骨 髄 細胞 出現 ア リ シモ ノ1例 ナ

リ。 著 シキ白 血球 檜 多 症 テ鋏 如 スル ノ・Leitner,

L6fHer,Birk且ager,Steiger等 ノ齊 シク認 ム

ル所 ニ シテLeitner,Simonノ ・中 性 白血 球 ノ核

形 左 方 推 移 テ認 ムル モ、Steigerノ ・否 定 シ、余

ノ例 ニ テ ノ・7例 中 僅 カ ー3名 二之 テ認 メ タ ル ノ

ミナ リ。

次 二 「エ オ ジ ン」嗜 好 細胞 檜 加 テ以 テL6ffler,

L・eitner,Steigerバ ー過 性 肺 浸 潤 ノ重 要 ナ ルー

症 候 トナ シ、LeitnerハEosinophileInfiltrat

ト命 名 シ、L6fflerハflifchtigeInfiltrierungmit

Eosinophilieト 名 付 ケ タ リ。 コ レ ヨ リ前 、

Spirou.Beckercgi)ノ ・早 期 浸潤 二「エ オ ジ ン」嗜 好

細 脆囎 加 一■詮 明 シ、Ronberg,(83)Br6samlen,(81)

Michoels〔ss)等 ノ・「エ オ ジ ン」嗜 好 細胞 層 加 テ 肺

結 核 豫 後 良 好 ノ徴 トナ シ、Grassu.Simmbrt(86)

ノ・高 「ア レル ギー 」性 、Leitner(St)ノ ・感 受 性 増 加

テ示 スモ ノ トナ シ、Br5uning,Redeker(88)ノ ・

植 物 帥 経 系 ノ不 安 定 性 二蹄 セ リ。 著 者 ノ例 中著

明 ナル 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 檜 加 ア リ シモ ノハ2

例 二過 ギ ザル ヂ以 テ コ レテー 過 性 肺 浸 潤 ノ重 要

ナ ル症 候 トノ・認 メ難 シ。 而 シテ此 ノ2例 ハ共 一

ソ ノ浸 潤 ガ結 核 性 タ ル疑 アル モ ノ ナル ラ以 テ、

此 ノ際 二於 ケル 「エ オ ジ ン4嗜 好 細 胞 檜 加 ハ結 核

高 「ア レル ギ ー 」二 基 ク モ ノ ー ア ラ ズ ヤ ト思 惟 サ

ノレO

胸 部 打 診 蕪 診 上 ノ所 見 ノ・著 者 ノ例 二於 テ モー 般

二輕 微 ニ シテ諸 家 ノ読 ニー 致 ス。 呼 吸 時 罹 患側

ノNachschleppenセ ル モ ノナ シ。 著 明 ナル濁

音 テ呈 スル モ ノナ カ リ シモ輕 度 ノ濁 音 ノ・6例 一

之 ラ認 メ タ リ。 呼 吸 音 ノ粗 裂 ハ6例 、「ラ」セ ル」

テ多撒 聴 取 セ シモ ノ5例 、少撒 ノ「ナ.セ ル」ア リ

第7表 初期胸部所見
l

l

例1濁 音 呼 吸 剖 ・ラッセル」
!

消失時

1 輕 度 粗 裂 多 数 倣 日後

2 輕 度 粗 裂 多 藪 第3週

3 ナ シ 微 弱 多 撒 第 ・週

4 ナ シ 粗 裂
(一時氣 管枝 性)

少 数 第3週

5 輕 度 粗 裂
o

少 籔 第2週

6 ナ シ
一 部 粗 裂

他 ノ・ 微 弱
ナ シ

7 ナ シ 粗 裂 少 鍛 数 日後

8 輕 度 粗 裂 ナ シ

9 輕 度 多 少 粗 裂 マ シ

10 輕 度 粗 裂 少 量 第3週

11 ナ シ 呼 氣 延 長 多 数
一

第2週

12 ナ シ 正 常 ナ シ

13 ナ シ 正 常 ナ シ1

14 ナ シ (右)呼 氣 延 長 多 撒1第2週

シモ ノ4例 、経 過 中 二氣 管 枝 性 呼 吸 音 ラi聴取 セ

シモ ノ1例 ニ シテ、 全 ク打 診 蕪 診 上 ノ所 見 テ訣

如 セル モ ノモ2例 ア リキ。

「レ ン トゲ ン」像 ハ概 ネ卒 等 且境 界 不 鮮 明 ナ ル軟

影 ニ シテ、 ソ ノ大 小 ノ・一 定 セズ。 陰 影 大艦ZF等

ナ ル 中 二多 少 濃淡 相 混 ズ ル モ ノ3例 、 古 病攣 ノ

存 在 テ想起 セ シム ル モ ノ2例 、 浸 潤 中 二小 石 灰

竈 テ混 ズ ル モ ノ2例 ア リ.

カ ・ル陰 影 ガ完 全 二吸牧 セ シモ ノ10例 ニ シテ、

殆 ン ド完 全 二近 キ モ ノ1例 、 肺 門 旗 大 テ遺 セル

モ ノ1例 、 肺 血 管=影 ノ不 規 則 ナル 檜 加 テ止 メ シ

モ ノ2例 ニ シテ、 再 登 テ1例 二認 メ(第3例) 、

ソ ノ際 同 時 二反 封 側 二娘 浸 潤 テ形 成 セ リ。 ソ ノ

他 第14例 二於 テノ、反 封 側 一 特 登 性 氣 胸 ノ合 併

テ認 メ タ リ。
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第8表 「vソbゲ ソ」所 見
1
例陽 所1劇 古薩 瞬 瞭 吸 馴 犬態1摘 要

1 右中野側方 大膣一様
小斑鮎状
濃影混ズ

11 24日 後 完 全 再 獲 竈

2 左下野及肺門 一 様i 不 明 18 完 全

3 右 下 野 一 様

一一 一

不 明 17 完 全
10日 後 再 燃

及娘浸潤形成

4 右中野及肺門
一=

様 不 明 13 完 全

5 左 中下野 一 様 不 明 12 肺門尚稽 く振 大

6 右中野及肺門 一 様 不 明 10 肺血管影尚稽 く
不規則

「ア テ レク タ

ー ゼ」合 併 力

7 右 上 野 濃淡混ズ 不 明 17 殆 ソ ド 完 全

8 右 下 野

一 一一

略 ζ一 様

一

小 石灰竈
ヲ混 フご

27 完 全

9 右中野及肺門略 い一様 不一 房 9 19日 後全 ク完全

10 右中野側方 略1一 様

1

小石茨竈
ヲ混 ズ

22 完 全

11 右下野及肺門濃染混ズ
一
混 在 ス13__1___

列18

肺血管影爾不規則
12 右上野内側 一 様i ナ 死 全
13 右上野外側 一 標 ナ シ

一,一

14 完 全

14右 下 野 上1部及 肺 門一 様 ナ シ 7 完 全醗 登性氣
　 一一 一

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 テ検 査 セル9例 二於 テ ノ・何

レモ菖 「ツベ ル ク リン」千倍 稀 澤 液 テ以 テ皮 内反

慮 テ行 ヒ総 ベ テ ノ例 二張 陽 性 ナ リキ。

一 過 性肺 浸 潤 ノ原 因 トシテ從 來 諸家 ノ報 告 セ ル

モ ノ ハ緒 言 二述 ベ タル ガ如 ク ソ ノ種 類 多 ケ レ ド

モ、 元 來 本 症 ノ・良 好 ナ ル経 過 テ取 リ短 時 日 内 一

治 癒 セル モ ノ ノミニ封 シテ始 メ テ診 陶伊 下 サル

ル モ ノナル ガ タ メ、 剖 検 例 ラ鋏 ク關係 上 ソ ノ本

態 ラ確 謹 シ得 ザ ル テ 常 トスル モ ノナ リ.唯 、

Zadek,Birk且ager,Vajda等 ノ報 告 例 ノ如

ク喀 疫 中 二結 核 菌 テ謹 明 シ得 タ ル場 合 ニ ハ結 核

性 タ ル ノ診 断 テ下 シ得 レ ドモー 過 性 浸潤 ノ経 過

テ トル モ ノノ・結 核 性 ノモ ノニ テ モ結 核 菌 陰 性 ナ

ル場 合寧 ロ多 キ テ以 テ ソ ノ陰 性 ナル事 ノ・結 核 性

浸 潤 テ否 定 スル根 嫁 トノ・ナ シ難 キ モ ノナ リ。 著

者 ノ親 察 例 中 ニ ノ・諸 種 ノ關 係 上結 核 性 ノモ ノナ

ル ベ シ ト思 惟 セ ラル ・モ ノ多 ケ レ ドモ確 謹 テ基

グル事 ハ困 難 ナ リ。Kellnerノ ・一 過 性 肺 浸 潤 ハ

多 クノ・非 結 核 性 ノ不 定 型 肺 炎 ト考 フ レ ドモ格 魯

布 性 肺 炎 又 ノ・加 答 見 性 肺 炎 二際 シテ ハ 白血球 檜

多 症 テ來 ス事 多 ク、 又 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反磨i

第9表

「ツ ベル ク リ ン」皮 内反 慮

(千 倍 稀 稗 薔 「ツベ ル ク

リソ」)

-
⊥

9
向

0
σ

4

5

6

一
7

一8

一9

一

10

11

「
12

一
13

一
14

1㌦ 肇)蓋
11.5x1.5
1

2.0×2.5

2.0×2.0

強 陽 性

(計測 セ ズ)

1.5×1.7

強 陽 性
(計測 セズ)

～

2.0×2.0

～

2.8×2.0

(水 泡 形 成)

～

～

～

2.0×2.0

ノ・陰 性 二傾 クテ常 ト入ル ニ反 シ、 余 ノ例 二於 テ

ノ・皮 内反 鷹 ハ悉 ク強 陽性 ニ シテ白 血球 増 多 症 ハ

僅 カニ1例 二於 テ コ レテ見 タ ル ニ過 ギ ザ ル事 ノ、

同 氏 ノ見解 トハー 致 セズ、 少 ク トモ著 者 ノ例 ノ

大 部 分 ノ・不 定 型 肺 炎 ニ ノ・非 ザ ル ベ シ。 又 著 者 ノ

例 二於 テノ・非 結 核 性 「ア レル ギー 」或 ノ・姻 贔 仔 贔

ニ ョル肺 浸潤 等 テ推 定 スル 材 料 ナ キ テ以 テ
、著

者 ノ例 ハ大部 分結 核 性 ナ ラズ ヤ ト想 像 スル モ ノ

ナリ。又 著 者 ノ例 二於 テ ハ 「ア テ レ ク ター ゼ」二特

有 ナ リ トセ ラル ・症 状 テ確 實 二謹 明 シ得 タル モ

ノナ カ リ シテ以 テ肺 二於 ケル病 的 陰 影 ガ全 部 二

「アテ レ クター ゼ」ニ ヨ リテ起 リタル モ ノノ・無 カ

リ シ如 シ。 但 シ浸 潤 ノ登 生 ト同 時 二多 少 「ア テ

レク ター ゼ」テ生 ジタル モ ノ ノ 存 スル 事 ノ・可 能

ナ レ ドモ個 々 ノ例 二於 テ ド レ丈 ガ浸 潤 ニ シテ ド

レ丈 ガ 「アテ レク ター ゼ」ノ陰 影 ナ ル ヤ ノ鑑 別 ノ・

蓋 シ不 可能 二属 ス。 實 地診 療 上 最 モ重 要 ナル1貼

ハ 、 ソ ノ浸 潤 ガKellnerノ 所 謂 非 定 型 性 肺 炎
、

又 ハ ソ ノ他 ノ非 特 殊 性 肺 炎 、乃 至 ノ・蠣 贔 症 ニ ヨ

ル肺 浸 潤 或 ノ・「アテ レ ク ター ゼ」ナ リ トセ バ ソ ノ

吸 牧 治 癒 後 二於 テ特 別 ノ留 意 テ要 セ ザ レ ドモ 、
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若 シ之 ガ結 核 性 ナ リ トセ バ、 「レ ン トゲ ン」像 ニ

ソ ノ陰 影 テ認 メ ザル ニ至 ル モ ソ ノ中 心 病 竈 ノ・爾

残 留 シ、1-2ケ 月 間 ハ容 易 二再燃 テ起 ス危 瞼 ア

ル テ以 テ、 ソ ノ間 身 心 ノ過 努 ニ ヨ リ抵 抗 力 テ減

退 セ シ メ、 或 ハ 日光 二強 ク曝 サ レ、又 ノ・異種 蛋

白膿 、 「ツベ ル ク リ ン」ノ注 射 等 ニ ヨ リ病 竈 テ刺

戟 ス ル事 無 キ様 注 意 スル事 ノ・患 者 將 來 ノ爲 二極

メ テ重要 ニ シテ、若 シ此 ノ鮎 二留 意 セザ ル爲 反

覆 再 登 テ來 シタ ル場 合 ニ ノ・中心 病 竈 ノ軟 化 及 病

竈 ノ蔓 延 テ見 ル ニ至 ルベ シ。

著 者 ノ例 中所 謂 感 冒又 ハ 「ア ンギ ナ」ト考 ヘ ラ レ

タル モ ノテ注 意観 察 シテ初 メ テ肺 浸潤 テ登 見 セ

ル モ ノ少 カ ラザ ル事 ノ・臨 抹 上注 意 スベ キ事 實 ナ

リ。 」叉感 冒経 過後2-3週 間 テ経 テ、 「レ ン トゲ

ン」検 査 テ行 フ ニ當 リテノ・假 令 ソ ノ際 「レ ン トゲ

ン」所 見陰 性 ナ ル モ カ ・ ル ー 過 性 肺浸 潤 ノ消失

シ タル 後 二非 ザ ル ヤ テ念 頭 二置 キ赤 沈 速 度 ソ ノ

結

著 者 ハ14例 ノ所 謂 一 過 性 肺 浸 潤 テ観 察 セ リ.

1.罹 患側 ノ・右側12名 、 左側2名"シ テ 就 中

右 上 野及 中 野 二於 ケル モ ノ8例 テ占 ム。

2.14例 中男12名 、 女2名 一 シテ 年 齢 ノ・最 高

60歳 最 低14歳 各1例 、 ソ ノ他45歳 ノ1例 ラ除

ケバ11例 ノ・悉 ク19歳 乃 至32歳 ナ リ。

3.本 浸 潤 ハ 豫 後極 メ テ良 好 ニ シ テ静 臥 スル ノ

ミー テ容 易 二治 癒 シ、 「レ ン トゲ ン」像 二浸 潤 登

見 ヨ リソ ノ浩 失 テ見 ル ニ 至 リタル迄 日数 ノ・最 短

6日 、 最 長27日 ニ シテ、 大 多 数 ハ2週 間 以 内

ナ リ。

4.最 初 二高 熱 テ以 テ始 マ リ シモ ノ8例 、 微 熱

テ有 セ シモ ノ3例 アル モ全 ク無 自箆 ナ リ シモ ノ

モ亦2例 ア リ。

5.本 浸潤 ノ、感 冒 「ア ンギ ナ 」テE訴 トセ ル モ ノ

テ精 査 シテ登 見 セ ル モ ノ7例 ア リテ咽 頭 痛 テ訴

ヘ タル モ ノ5例 ナ リ。 ソ ノ他 胃障 碍 テ訴 ヘ タル

モ ノ、 貧 血 テ訴 ヘ タ ル モ ノ、 腎 孟 炎 二合 併 セ シ

モ ノ各1例 ナ リ。

6.血 液 像 テ検 シタ ル7例 中輕 度 ノ白血球 増 多

他 ノ検 査 テ怠 ル事 ナ ク、 タ トへ結 核 性 ノー 過 性

肺 浸 潤 ヲ経 過 シタ ル恢 復 期 ナ ル場 合 ナ リ トスル

モ差 支 ヘ ナ キ ダ ケ ノ注 意 テ彿 フベ キ ナ リ。

更 ニ カ ・ルー 過 性 肺 浸 潤 ノ・L6fflerガSukzedan

SukzessiveInfiltrierungト 述 べ シ如 ク極.メ テ

再 登 シヤ スキ モ ノナ ル事 テ考 へ、 タ トへ 下熱 シ

「レ ン トゲ ン」像 ニ ノ・陰 影 テ示 サザ ル程 度 二至 ル

モ血 液 像 、 赤 沈 速 度 ガ正 常 トナル 迄 ハ勿 論 、 ソ

ノ後 モ術1-2ケ 月 ノ静 養 テ命 ジ、 爾 後 二 於 テ

モ感 冒、 「ア ンギ ナ」等 テ來 タ シ獲熱 セ シ際 ニ ハ

肺 病 竈 ノ再 燃 ラ來 シ居 ラザ ル カ ラ特 二注 意 スベ

キ ナ リ。 但 シ ソ レガ結 核 性 ナ ル事 明 カ ナ ル場 合

二於 テモー 過 性 肺浸 潤 浦 失 後 長 期 二亙 ル 静 養 ハ

無 用 二属 ス。 況 ンヤ カ ・ルー 過 性 浸 潤 ノ結 核 性

タル事 テ危 惧 スル ノ鹸 リ、 學 業 テ慶 セ シメ、 轄

職 テ強制 シ、 婦 人 二於 テノ・無 用 ノ妊娠 中絶 テ張

フガ如 キ ハ有 害 無 盆 ナ リ,

論

症 テ示 セル モ ノ1例 アル モ他 ノ・白血 球 撒 正 常 ナ

リ。1、6fHer,Leitnerノ 葎垂ス ル如 ク「エ オ ジ ン」

嗜 女子細 月包檜 加 テ 認 メ シモ ノノ・2{列、Leitnerノ

構 スル如 キ中性 白 血球 核 形 左 方推 移 テ認 メ シモ

ノノ、3例 ノ ミナ リ。

7.喀 疾 中結 核 菌 叉 ノ、弼 力繊 維 テ認 メ タ ル例 ナ

シ。 肺 炎 隻 球 菌 テ多少 ニ カ ・ノ・ラズ謹 明 セ シモ

ノノ・3例 ナ リ。 血 疾 テ 少 量 二 謹 明 セ シモ ノ4

例 ナ リ。

8・ 本 浸潤 患 者 ノ経 過 ハ数 日後 先 ヅ下 熱 シ、 全

身 症 状 輕 快 シ、 「レ ン トゲ ン」像 清失 ト共 二吻 軟

喀 疾 清 失 ス ル モ、 赤 沈 速 度 ノ・浸 潤 テ 「レ ン トゲ

ン」 像 二詮 明 シ得 ザ ル ニ至 リテ後 モ暫 時 ノ間 ハ

促 進 テ示 シ、 然 ル後 漸 次 正 常 値 二復 菖 セ リ。

9・ 「ツベ ル ク リ ン」千 倍 稀 繹 液 ヲ以 テ皮 内反 慮

テ行 ヒ タル9例 二 於 テノ・何 レモ 張 陽 性 テ示 セ

リ。

10・ 著 者 ノ観 察 セ ルー 過 性 肺 浸潤 ノ・結 核 性 ト認

ムベ キ モ ノ 多 キ モ、 コ レ ト同 様 ナ ル 「レ ン トゲ

ン」 像 ハ結 核 以 外 ノ原 因 ニ ヨ リテ モ亦 起 リ得 ル
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ラ以 テ個 々 ノ例 二就 テ結 核 性 ナ リヤ非 結 核 性 ナ

リヤ テ確 實 二決 定 ス ル事 ノ・多 ク ノ場 合 困難 ナ

リ。 實 地診 療 二當 リテノ・常 二結 核 性 ナ ラザ ル ヤ

ラ警 戒 シ浸 潤 浦 失 後 モ爾 暫 時再 登 ス ル事 無 キ様

充 分 監 督 スル必 要 ア リ.

11.本 浸 潤 ノ・肺 結 核 初 期 ノ診 断 治療 ニノ・常 二注

意 スベ キ モ ノニ シテ、 肺 結 核 ノ進 展 豫 防 上極 メ

テ ソ ノ意 義 ノ重 大 ナ ル モ ノナ リ.

欄筆二臨 ミ終始御懇篤ナル御指導御校閲ヲ辱 フ

セシ恩師坂口教授及稻田講師 二満腔 ノ謝意テ捧

ゲ、種々助言叉ノ・助力ヲ賜 ノ・リタル佐々學士及

白川學士、拉二検索上 ノ便宜 テ與ヘラレタル醤

局同僚諸兄 二敬意 ト謝意ヲ表 ス。

(本論文ノ要旨ノ・昭和12年 第15同 日本結核病學會二

於テ報告セリ)
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